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は
じ
め
に

　

明
治
期
に
入
り
、
写
真
の
普
及
に
伴
い
、
鳥
取
県
内
に
お
い
て
も

写
真
師
が
活
動
す
る
よ
う
に
な
っ
た（

（
（

。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
喜
多

村
勘
四
郎
（
嘉
永
二
〈
一
八
四
九
〉
年
～
明
治
三
六
〈
一
九
〇
三
〉

年（
（
（

、
以
下
「
勘
四
郎
」
と
す
る
）
も
、
明
治
期
の
鳥
取
市
内
で
写
真

館
「
永
楽
堂
」（
後
に
は
「
喜
多
村
写
真
館
」
と
も
称
し
た
）
を
開

業
し
た
写
真
師
で
あ
る
。

　

勘
四
郎
は
こ
れ
ま
で
「
鳥
取
城
を
撮
影
し
た
写
真
師
」
あ
る
い
は

「
鳥
取
県
で
最
初
の
写
真
師
」
と
し
て
、
新
聞
記
事
な
ど
で
紹
介
さ

れ
て
き
た（

（
（

。
し
か
し
、
そ
の
生
涯
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
の
で
き
る

資
料
が
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
た
め
、
勘
四
郎
の
事
績
や
人
物
像

は
定
か
で
は
な
い
。

　

一
方
で
、
勘
四
郎
が
撮
影
し
た
写
真
、
も
し
く
は
撮
影
し
た
と
推

定
さ
れ
る
写
真
は
、
鳥
取
県
立
公
文
書
館
を
は
じ
め
と
し
、
鳥
取
県

立
博
物
館
・
鳥
取
市
歴
史
博
物
館
・
個
人
な
ど
に
よ
る
所
蔵
が
確
認

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
写
真
に
つ
い
て
、
網
羅
的
な
調

査
や
史
料
学
の
観
点
に
基
づ
く
作
例
の
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
行
わ
れ

て
こ
な
か
っ
た
。

　

本
稿
で
は
、
文
献
史
料
な
ど
か
ら
、
勘
四
郎
と
そ
の
息
子
で
同
じ

く
写
真
師
で
あ
っ
た
留
蔵
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
二

人
が
撮
影
し
た
ガ
ラ
ス
湿
板
写
真
お
よ
び
台
紙
写
真
の
形
態
や
撮
影

場
の
調
度
、
被
写
体
（
人
物
・
小
道
具
）
の
情
報
を
手
が
か
り
に
、

明
治
か
ら
大
正
初
期
に
か
け
て
永
楽
堂
（
喜
多
村
写
真
館
）
が
撮
影

し
た
写
真
の
態
様
の
変
遷
を
た
ど
る
。

　
〔
研
究
ノ
ー
ト
〕

明
治
の
写
真
師 

喜
多
村
勘
四
郎
・
留
蔵

　
　
　
　
─ 

史
料
に
み
る
永
楽
堂
と
写
真
作
例 

─

池
　
本
　
美
　
緒
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一　

喜
多
村
勘
四
郎

　

本
章
で
は
、
勘
四
郎
〔
図
１
〕
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま

で
触
れ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
文
献
史
料
を
基
に
探
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　

（
一
）
鳥
取
城
の
撮
影

　
「
勘
四
郎
が
鳥
取
城
を
撮
影
し
た
」
と
い
う
通
説
に
つ
い
て
、
ま

ず
検
討
し
た
い
。
鳥
取
城
の
写
真
は
、
佐
々
木
孝
文
に
よ
る
論
考
が

一
つ
の
成
果
と
な
っ
て
い
る（

（
（

。
佐
々
木
は
、
こ
れ
ま
で
に
確
認
さ
れ

て
い
る
鳥
取
城
の
写
真
七
点
を
比
較
し
、
城
の
解
体
に
関
す
る
新
出

史
料
を
基
に
、
こ
れ
ら
の
撮
影
時
期
に
は
幅
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し

た
。
ま
た
、
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
の
新
聞
記
事
を
紹
介
し
、「
勘

四
郎
が
鳥
取
城
を
撮
影
し
た
」
と
い
う
通
説
は
、
大
正
期
に
は
す
で

に
定
着
し
て
い
た
と
し
て
い
る（

（
（

。

　
〔
史
料
１
〕
は
そ
の
新
聞
記
事
で
、
大
正
九
年
に
、
岡
田
機
外（

（
（

が

地
元
紙
『
鳥
取
新
報
』
に
連
載
し
た
「
舞
台
は
廻
る
四
十
年
」
の
第

四
一
回
「
鳥
取
城
趾
の
撮
影
と
写
真
の
嚆
矢
」（

（
（

で
あ
る
。
岡
田
は
鳥

取
城
が
取
り
壊
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
城
を
写
真
に
収
め
た
経
緯
を
次

の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　　
〔
史
料
１
〕　

（
前
略
）
未
だ
市
内
に
一
人
の
写
真
師
が
無
か
つ
た
、
併
し
其
頃
西

町
の
喜
多
村
が
姫
路
市
坂
本
町
な
る
惣
社
入
口
に
開
業
せ
る
写
真
屋

に
見
習
ひ
を
し
て
居
た
の
で
俄
に
直
人
を
飛
ば
し
右
の
喜
多
村
某
を

呼
び
戻
し
鳥
取
城
の
写
真
を
撮
影
さ
し
た
の
で
あ
つ
た
、
此
か
兎
に

角
本
県
に
於
け
る
写
真
の
嚆
矢
な
の
で
現
に
市
内
で
売
り
出
し
て
居

る
絵
葉
書
は
此
写
真
を
複
写
し
た
も
の
で
あ
る
（
後
略
）

　

岡
田
が
言
う
「
城
」
と
は
、
二
ノ
丸
の
「
三
階
櫓
」
な
ど
明
治

一
二
（
一
八
七
九
）
年
ま
で
残
っ
て
い
た
鳥
取
城
の
建
物
を
指
す
と

考
え
ら
れ
る（

（
（

。
史
料
中
の
「
其
頃
」
が
い
つ
頃
を
指
す
の
か
は
不
明

で
あ
る
が
、
明
治
一
二
年
に
撮
影
さ
れ
た
も
の
と
佐
々
木
は
指
摘
し

〔図１〕喜多村勘四郎
（明治 30 年代後半＜推定＞撮影、個人所蔵）
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て
い
る（

（
（

。
し
か
し
、
明
治
六
年
生
ま
れ
の
岡
田
は
当
時
七
歳
前
後
で

あ
り
、
自
身
が
年
長
者
か
ら
話
を
聞
き
、
記
憶
し
て
い
た
と
考
え
た

方
が
自
然
で
あ
る
。

　

岡
田
は
、
勘
四
郎
が
「
姫
路
市
坂
本
町
」（
（1
（

の
写
真
屋
で
見
習
い
を

し
て
い
た
と
も
記
載
し
て
い
る
。
こ
の
情
報
は
勘
四
郎
が
写
真
技
術

を
習
得
し
た
手
が
か
り
に
な
り
得
る
も
の
だ
が
、
こ
れ
を
裏
付
け
る

史
料
は
現
在
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
て
い
な
い
。

　

佐
々
木
が
紹
介
し
た
七
点
の
鳥
取
城
の
写
真
は
、
い
ず
れ
も
紙
焼

き
写
真
か
絵
葉
書
で
あ
る
。
撮
影
時
は
ガ
ラ
ス
湿
板
を
用
い
た
と
思

わ
れ
る
が
、
原
板
は
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ど
の
写
真
を
勘
四
郎
が

撮
影
し
た
の
か
は
特
定
で
き
て
い
な
い
。
ま
た
、
勘
四
郎
が
鳥
取
城

を
撮
影
し
た
と
い
う
根
拠
は
、
岡
田
の
懐
旧
談
の
み
で
あ
り
、
そ
れ

も
伝
聞
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
否
め
な
い
。
よ
っ
て
、

鳥
取
城
の
写
真
は
、
勘
四
郎
が
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
と
軽
々
に
断

定
す
る
こ
と
は
避
け
た
い
。

　
　
　

（
二
）
史
料
に
み
る
勘
四
郎

　

本
節
で
は
、勘
四
郎
と
い
う
人
物
の
基
礎
情
報
を
整
理
し
て
お
く
。

前
提
と
し
て
、
勘
四
郎
が
写
真
師
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
前
述

の
新
聞
記
事
の
み
で
あ
り
、
一
次
史
料
に
よ
る
確
認
は
こ
れ
ま
で
行

わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　
〔
史
料
２
〕
は
、
勘
四
郎
の
息
子
留
蔵
が
在
籍
し
た
因
幡
高
等
小

学
校
の
学
籍
簿
で
、
明
治
二
四
（
一
八
九
一
）
年
の
も
の
で
あ
る（
（1
（

。

因
幡
高
等
小
学
校
は
、
明
治
一
八
年
に
設
立
さ
れ
た
「
鳥
取
高
等
科

小
学
校
」
を
起
源
と
す
る
高
等
小
学
校（
（1
（

で
、
現
在
の
鳥
取
市
立
久
松

小
学
校
に
連
な
る
教
育
機
関
で
あ
る
。〔
史
料
２
〕
も
現
在
は
同
校

が
保
存
し
て
い
る
。

　
〔
史
料
２
〕　

（
表
紙
）「
男
子
部　

明
治
廿
四
年
六
月
廿
二
日

　
　
　
　

 　
　

四
年
級　

一
ノ
組

　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

二
ノ
組　

学
籍
簿
扣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

四
年
級
主
任
」　

印
（
濱
野
）

【
注
】
喜
多
村
富
造
（
留
蔵
）
の
部
分
を
掲
載
。

通
学
里
程
は
未
記
入
の
た
め
省
略
。

　

学
籍
簿
に
は
、
住
所
・
族
籍
・
職
業
・
通
学
里
程（
（1
（

・
入
退
学
年
月
日
・

父
兄
姓
名
・
生
徒
姓
名
・
生
年
月
日
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に

住　
　

所

族
籍
職　

業
入
学
年
月
日

退　
　
　
　

父 

兄 

姓 

名
生 

徒 

姓 

名

生　

年　

月

西
町
八
番
地
士
族
写
真
師
廿
一
年
八
月

勘
四
郎

喜
多
村
富
造
十
年
五
月
廿
日
生



― 63 ―

よ
る
と
、
勘
四
郎
の
族
籍
は
「
士
族
」、
職
業
は
「
写
真
師
」、
住
所

は
「
西
町
八
番
地
」
で
あ
る
。
こ
の
住
所
は
、〔
図
２
〕
に
示
す
と

お
り
、
若
桜
街
道
に
面
し
た
一
画
で
あ
る（
（1
（

。〔
史
料
２
〕
は
、
明
治

二
四
年
作
成
の
学
籍
簿
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
明
治
二
十
年
四
月　

学
籍
簿　

邑
美
法
美
岩
井
三
郡
高
等
小
学
校
」
と
題
し
た
簿
冊
に
所

収
さ
れ
て
お
り
、
富
造（
（1
（

（
留
蔵
）
が
入
学
し
た
明
治
二
一
年
時
の
学

籍
簿
も
同
じ
簿
冊
に
綴
ら
れ
る
。
明
治
二
一
年
の
学
籍
簿
に
は
職
業

欄
は
な
い
が
、
住
所
は
「
邑
美
郡
西
町
八
番
地
」
と
記
載
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
西
町
八
番
地
」
と
い
う
勘
四
郎
の
住
所
は
、

明
治
二
一
年
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

族
籍
が
士
族
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
旧
鳥
取
藩
士
の
家
禄
に

関
す
る
記
録
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
勘
四
郎
の
出
自
に
関
係
す
る
と

み
ら
れ
る
史
料
が
残
っ
て
い
た
。〔
史
料
３
〕
の
金
禄
公
債
証
書
売

買
表（
（1
（

が
そ
れ
で
あ
り
、
こ
の
中
に
証
書
の
売
主
と
し
て
「
追
廻
シ
町

　

喜
多
村
徳
四
郎
」
の
名
が
み
ら
れ
る
。

　

明
治
一
一
（
一
八
七
八
）
年
に
作
成
さ
れ
た
こ
の
史
料
か
ら
、
喜

多
村
徳
四
郎
（
以
下
「
徳
四
郎
」
と
す
る
）
は
金
禄
公
債
証
書
が
交

付
さ
れ
た
士
族
で
あ
り
、「
追
廻
シ
町
」
に
居
住
し
て
い
た
こ
と
が

分
か
る
。
追
廻
シ
町
は
、
明
治
六
年
一
二
月
に
設
定
さ
れ
た
町
名
で

あ
る（
（1
（

。〔
図
２
〕
の
と
お
り
現
在
の
旧
鳥
取
市
役
所
近
く
で
あ
り
、

勘
四
郎
の
居
住
地
と
も
近
い
。
同
年
施
行
の
大
区
小
区
制
で
は
邑
美

郡
第
一
大
区
小
一
区
に
属
し
、
明
治
一
五
年
五
月
に
追
廻
シ
町
を
含

む
八
町
が
合
併
し
て
、
西
町
と
な
る（
（1
（

。
同
二
二
年
市
制
施
行
の
際
、

鳥
取
市
の
一
部
と
な
っ
た
。

　

徳
四
郎
の
墓
は
、
鳥
取
市
新
品
治
町
の
善
久
寺
に
あ
り
、「
明
治

十
四
年
八
月
七
日
卒
」（
陰
暦
）
と
刻
ま
れ
る
。
勘
四
郎
の
墓
と
同

じ
一
画
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
徳
四
郎
と
勘
四
郎
は
一
族
と
考
え
ら
れ

る
。

〔図２〕明治 21 年頃の永楽堂周辺図
図中の【　】は現在の建物・施設名を、（　）は旧町名・旧名
称を示す。
*安政６（1859）年鳥取城下全図（鳥取県立博物館所蔵）、和紙公図「西町」「尚
徳町」（鳥取地方法務局所蔵）、明治 45 年「鳥取市全図」を参考に作成。
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（
三
）
写
真
館
「
永
楽
堂
」
の
開
業

　

勘
四
郎
が
開
業
し
た
写
真
館
「
永
楽
堂
」
に
つ
い
て
史
料
を
基
に

考
察
し
て
お
き
た
い
。
永
楽
堂
の
正
確
な
開
業
時
期
は
定
か
で
は
な

い
が
、
第
二
章
（
二
）
で
紹
介
す
る
永
楽
堂
の
広
告
か
ら
、
明
治

一
二
（
一
八
七
九
）
年
以
前
と
思
わ
れ
る
。〔
図
３
〕
は
、
写
真
が

貼
ら
れ
た
台
紙
の
裏
面
で
、
筆
で
「
明
治
十
五
年
五
月
廿
三
日　

永

楽
堂
ニ
テ
写
ス
也
」
と
書
か
れ
て
い
る（
（1
（

。
作
例
に
つ
い
て
は
第
三
章

で
考
察
す
る
が
、
現
存
す
る
永
楽
堂
撮
影
の
写
真
で
は
最
初
期
の
も

の
で
あ
る
。
撮
影
者
は
勘
四
郎
と
思
わ
れ
る
が
、
写
真
師
に
関
す
る

記
載
が
な
い
た
め
、
推
測
の
域
を
出
な
い
。

　

永
楽
堂
の
写
真
師
が
勘
四
郎
で
あ
る
こ
と
を
示
す
史
料
は
、
明
治

一
八
年
ま
で
下
る
。

　
〔
史
料
４
（
（2
（

〕

●
県
庁
写
真　

本
県
庁
に
て
は
、
一
昨
四
日
午
后
一
時
頃
新
県
庁
の
玄
関
前
に
、
長

次
官
を
始
め
、
以
下
各
官
吏
の
方
々
が
整
列
せ
ら
れ
し
処
を
写
真
せ

し
め
ら
れ
た
り
、
其
写
真
師
は
若
桜
町
旧
惣
門
内
な
る
永
楽
堂
主
人

喜
多
村
勘
四
郎
氏
に
て
あ
り
た
り【

注
】
読
点
は
引
用
者
が
付
し
た
。

　
〔
史
料
４
〕
は
、
明
治
一
八
年
一
二
月
に
新
築
さ
れ
た
鳥
取
県
庁

売   主 金 禄 公 債 証 書 売 買 表 買   主 

島　

根　

県

区名
姓名 種類

記　

号

番　号
枚  数

府　

県
区名
姓名金  員

　十万千百十一

、 同追廻シ町 *1
喜多村徳四郎 三百円 波 四六七七 　　済　　　一

金　　　三〇〇 ○ 同 *2

、 同 五十円 遍 二〇九九 　　済　　　一
金　　　　五〇 ○ 同 *2

【注】喜多村徳四郎の部分を掲載。
*1 「同」は邑美郡を指す。
*2 「同」は国債局長を指す。

〔史料３〕「家禄」（明治 11 年）

〔図３〕明治 15 年撮影写真の台紙裏面
（表面は〔図７〕を参照、鳥取県立公文書館所蔵）
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の
玄
関
前
で
、
長
官
（
鳥
取
県
令
山
田
信
道
を
指
す
）
と
官
吏
が
記

念
撮
影（
（2
（

を
し
た
と
の
新
聞
記
事
で
あ
る
。「
若
桜
町
旧
惣
門
」
と
は
、

〔
図
２
〕
に
示
す
と
お
り
、
現
在
の
旧
鳥
取
市
役
所
付
近
に
あ
っ
た

門
で
あ
る
。
こ
の
記
事
か
ら
、
明
治
一
八
年
の
時
点
で
永
楽
堂
は
、

旧
惣
門
の
内
側
、
す
な
わ
ち
北
東
側
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
が
分
か

る
。

　

永
楽
堂
の
具
体
的
な
場
所
を
示
す
史
料
が
出
て
く
る
の
は
、
明
治

二
一
（
一
八
八
八
）
年
で
、『
鳥
取
新
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
新
聞
広

告
で
あ
る
。

　
〔
史
料
５
（
（2
（

〕

広
告

数
学
叢
誌
壱
部
二
銭
六
厘
○
拾
部
廿
三
銭
市
外
別
ニ
、
郵
税
壱
銭
宛

ヲ
要
ス
、
右
来
四
月
ヨ
リ
毎
月
二
回
発
行
ス
、
郵
券
弐
銭
ヲ
投
セ
ハ
、

見
本
ヲ
呈
ス

　
　
　

鳥
取
西
町
六
十
二
番
邸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

韶
陽
会

（
御
申
込
所
〔
病
院
隣
写
真
師
〕
永
楽
堂
）

【
注
】
読
点
は
引
用
者
が
付
し
た
。

　
〔
史
料
５
〕
は
、
韶
陽
会（
（2
（

が
雑
誌
『
数
学
叢
誌
』
を
発
行
す
る
と

の
広
告
で
あ
り
、
そ
の
雑
誌
の
申
込
所
が
永
楽
堂
で
あ
る
こ
と
を
示

す
。
韶
陽
会
が
雑
誌
の
申
込
先
を
永
楽
堂
に
し
た
意
図
は
定
か
で
は

な
い
が
、
肝
要
な
の
は
、
永
楽
堂
の
位
置
が
「
病
院
隣
」
と
記
載
さ

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
「
病
院
」
は
、
若
桜
街
道
筋

の
西
町
七
番
地
（〔
図
２
〕
参
照
）
に
あ
っ
た
県
立
鳥
取
病
院
を
指

す（
（2
（

。
こ
の
こ
と
は
、
明
治
二
〇
年
お
よ
び
二
一
年
に
永
楽
堂
で
撮
影

さ
れ
た
台
紙
写
真
（
後
掲
の
〔
表
２
〕
参
照
）
裏
面
に
あ
る
「
鳥
取

若
桜
海
道
筋
永
楽
堂
」
と
い
う
記
載
と
も
矛
盾
し
な
い
。
永
楽
堂
の

正
確
な
位
置
の
考
証
は
、
次
章
に
譲
る
が
、
明
治
二
一
年
頃
に
は
、

勘
四
郎
の
居
住
地
（
病
院
の
向
か
い
側
）
と
永
楽
堂
（
病
院
隣
）
は
、

若
桜
街
道
を
挟
ん
で
別
の
場
所
に
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

勘
四
郎
は
明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）
年
一
一
月
一
一
日
に
五
五
歳

で
亡
く
な
り（
（2
（

、
永
楽
堂
は
、
勘
四
郎
の
息
子
で
あ
る
留
蔵
へ
引
き
継

が
れ
る
こ
と
と
な
る（
（2
（

。

　
　
　

二　

喜
多
村
留
蔵

　

本
章
で
は
、勘
四
郎
の
息
子
で
あ
る
喜
多
村
留
蔵
（
以
下
「
留
蔵
」

と
す
る
）〔
図
４
〕
を
紹
介
す
る
。
留
蔵
に
つ
い
て
は
、
福
田
陽
一

が
「
因
幡
地
方
（
戦
前
に
つ
い
て
）
写
真
館
・（
師
）
開
業　

ア
マ
チ
ュ

ア
写
真
ク
ラ
ブ
創
立
の
年
」
と
し
て
年
表
に
ま
と
め
た（
（2
（

中
で
、
勘
四

郎
か
ら
永
楽
堂
を
引
き
継
ぎ
、
そ
の
後
台
湾
で
吏
員
と
な
っ
た
こ
と

を
記
載
し
て
い
る
の
み
で
、
そ
れ
以
外
の
文
献
で
は
特
段
触
れ
ら
れ
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る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
新
た
な
文
献
史
料
に
基
づ
き
、
留

蔵
の
履
歴
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
永
楽
堂
の
所
在
地
に
つ
い
て
改

め
て
考
察
す
る
。

　
　
　

（
一
）
留
蔵
の
人
物
像

　

明
治
一
〇
（
一
八
七
七
）
年
生
ま
れ
の
留
蔵
は
、
後
に
台
湾
へ
移

住
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
現
在
で
も
台
湾
に
史
料
が
保
存
さ
れ
て
お

り
、
経
歴
の
詳
細
が
把
握
で
き
る
。
次
の
〔
史
料
６
〕
は
、
そ
の
一

部
で
あ
る
。

　
〔
史
料
６
（
（2
（

〕

（
欄
外
）「
写
真
係
」「
煙
草
課
へ
通
信
用
分
」「
秘
書
課
飛
鳥
井
属
紹
介
」

　
　
　

履
歴
書

　
　
　
　

鳥
取
県
士
族　

喜
多
村
留
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明
治
十
年
五
月
二
十
日
生

原
籍　

鳥
取
県
鳥
取
市
西
町
七
番
地
一

現
住
所　

台
北
市
御
成
町
一
丁
目
廿
八
番
地

明
治
二
十
一
年
七
月
十
日　

小
学
科
卒
業　
　
　

醇
風
尋
常
小
学
校

同
二
十
五
年
三
月
廿
六
日　

高
等
小
学
科
卒
業　

鳥
取
高
等
小
学
校

同
二
十
八
年
十
二
月　
　
　

写
真
術
ヲ
修
得
ス

大
正
五
年
四
月
十
九
日　
　

雇
ヲ
命
ス
日
給
八
十
五
銭　

台
湾
総
督
府

同
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
政
部
法
務
部
勤
務
ヲ
命
ス　

同

（
中
略
）　　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

喜
多
村
留
蔵　
（
印
）

　
〔
史
料
６
〕
は
、
台
湾
総
督
府
専
売
局
の
「
大
正
十
一
年
六
月
人

事
書
類
」
に
綴
ら
れ
た
留
蔵
本
人
が
書
い
た
履
歴
書
（
抜
粋
）
で
、

留
蔵
の
族
籍
、
生
年
月
日
、
原
籍
、
現
住
所
、
学
歴
・
職
歴
が
記
載

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
族
籍
と
生
年
月
日
、
そ
し
て
鳥
取

高
等
小
学
校（
（2
（

に
在
籍
し
て
い
た
こ
と
は
、〔
史
料
２
〕
と
一
致
す
る
。

原
籍
（
住
所
）
に
つ
い
て
は
、〔
史
料
２
〕
で
は
「
西
町
八
番
地
」

〔図４〕喜多村留蔵（中央奥）
（明治 40 年代＜推定＞撮影、個人所蔵）
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と
あ
っ
た
も
の
が
、〔
史
料
６
〕
で
は
永
楽
堂
の
あ
っ
た
「
西
町
七

番
地
一
」
と
な
っ
て
い
る
。
時
期
は
不
明
だ
が
、
居
住
地
が
永
楽
堂

に
移
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

留
蔵
の
足
跡
を
た
ど
る
と
、
ま
ず
醇
風
尋
常
小
学
校
時
代
、
明
治

一
八
年
一
一
月
一
八
日
付
の
『
鳥
取
新
報
』（
（3
（

に
留
蔵
の
名
が
確
認
さ

れ
る
。
同
校
の
秋
期
試
験
優
等
生
三
八
名
の
う
ち
、
初
等
科
四
級
生

に
「
喜
多
村
富
蔵（
（3
（

」
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

醇
風
尋
常
小
学
校
・
鳥
取
高
等
小
学
校
を
卒
業
後
、
明
治
二
八
年

一
二
月
に
は
「
写
真
術
ヲ
修
得
」
し
て
い
る（
（3
（

。
そ
の
後
永
楽
堂
で
は
、

留
蔵
と
勘
四
郎
の
二
人
が
写
真
撮
影
を
行
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る

が
、
具
体
的
な
史
料
は
見
出
せ
な
い
。

　

勘
四
郎
が
明
治
三
六
年
に
亡
く
な
っ
た
後
は
、
留
蔵
が
永
楽
堂
を

引
き
継
い
で
お
り
、
こ
の
こ
と
は
後
述
す
る
広
告
や
写
真
台
紙
か
ら

も
明
ら
か
で
あ
る
。
な
お
、
明
治
四
四
年
の
『
因
伯
時
報
』
に
「
喜

多
村
永
楽
堂
の
娘
」
が
、
山
陰
を
旅
行
中
の
外
国
人
に
同
行
し
て
写

真
を
撮
影
し
た
と
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

当
時
永
楽
堂
に
は
留
蔵
以
外
に
も
写
真
術
を
習
得
し
た
人
物（
女
性
）

が
い
た
よ
う
で
あ
る（
（3
（

。

　
〔
史
料
６
〕
に
よ
る
と
、
留
蔵
は
大
正
五
（
一
九
一
六
）
年
四
月

に
は
台
湾
総
督
府
雇
と
な
っ
て
お
り
、
台
湾
へ
移
住
し
た
こ
と
が
分

か
る
。〔
史
料
６
〕
の
欄
外
に
「
写
真
係
」
と
あ
り
、
台
湾
総
督
府

に
お
い
て
も
留
蔵
の
写
真
技
術
は
重
宝
さ
れ
た
よ
う
だ（
（3
（

。

　

留
蔵
の
渡
台
で
永
楽
堂
は
閉
店
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
こ

と
を
示
す
史
料
が
な
い
た
め
、詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
閉
店
時
に
は
、

写
真
機
材
の
ほ
か
相
当
量
の
原
板
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
ど
の

よ
う
に
処
分
さ
れ
た
か
も
分
か
っ
て
い
な
い
。

　
　
　

（
二
）
永
楽
堂
の
広
告

　

勘
四
郎
の
没
後
、
留
蔵
の
代
に
な
る
と
、
永
楽
堂
（
喜
多
村
写
真

館
）の
広
告
が
刊
行
物
や
新
聞
に
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た（
（3
（

。〔
表

１
〕
は
、
確
認
で
き
た
永
楽
堂
の
広
告
一
覧
で
あ
る
。
最
も
早
い
も

の
は
、
勘
四
郎
が
没
し
た
二
ヵ
月
後
の
明
治
三
七
（
一
九
〇
四
）
年

一
月
一
日
付
の
『
鳥
取
毎
夕
新
聞
』
で
あ
る
（〔
表
１
〕
通
番
１
）。

　

明
治
四
二
年
六
月
に
刊
行
の
『
鳥
取
案
内
記
』
に
掲
載
さ
れ
た
広

告
は
注
目
に
値
す
る
（〔
表
１
〕
通
番
２
）。
広
告
に
は
「
開
業
以
来

三
十
余
年
間
ノ
経
験
ヲ
以
テ
優
美
高
尚
ニ
シ
テ
技
術
鮮
明
ナ
リ
」
と

あ
り
、
写
真
館
の
開
業
か
ら
三
〇
年
以
上
経
過
し
て
い
る
と
記
載
さ

れ
る
。
こ
れ
が
事
実
と
す
れ
ば
、
永
楽
堂
は
明
治
一
二
年
以
前
に
開

業
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

付
言
す
る
と
、『
鳥
取
案
内
記
』
は
、
市
内
で
印
刷
業
を
営
ん
で

い
た
吉
田
八
得
が
編
集
し
た
も
の
で
、
原
稿（
（3
（

が
鳥
取
県
立
図
書
館
に

所
蔵（
（3
（

さ
れ
て
い
る
。
原
稿
に
綴
ら
れ
て
い
る「
商
工
業
国
税
営
業
者
」

の
「
写
真
業
」
の
項
に
は
「
西
町　

喜
多
村
留
蔵
」
を
含
め
三
名
の

写
真
師
が
記
載
さ
れ
る（
（3
（

。『
鳥
取
案
内
記
』
は
明
治
四
〇
年
二
月
と
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通番 年月日 西暦 出典 備考
1 明治 37 年 1 月 1 日 1904 『鳥取毎夕新聞』
2 明治 42 年 6 月刊 1909 『鳥取案内記』
3 明治 42 年 10 月 21 日 1909 『因伯時報』

4 明治 42 年 10 月刊 1909 『鳥取案内』
本文 55 頁に「写真店の重なる
もの」として「喜多村写真館
（永楽堂）」が挙げられている。

5 明治 43 年 1 月 1 日 1910 『因伯時報』

6 明治 43 年 1 月 19 日 1910 『因伯時報』 1月 21 日、1月 25 日にも同じ
広告あり

7 明治 43 年 5 月 28 日 1910 『因伯時報』 地久節
8 明治 43 年 7 月 17 日 1910 『因伯時報』 韓国皇太子の行啓
9 明治 43 年 11 月 3 日 1910 『因伯時報』 天長節
10 明治 44 年 1 月 1 日 1911 『因伯時報』
11 明治 45 年 1 月 1 日 1912 『因伯時報』

12 明治 45 年刊 1912 『五百円以上所有者地
価表姓名録』

13 明治 45 年 3 月 1 日 1912 『因伯時報』
山陰線全線開通。本広告では
永楽堂の位置が「県庁前」と
あるが、詳細は不明。

14 大正元年 9月 13 日 1912 『因伯時報』 明治天皇大喪
15 大正 3年 1月 1日 1914 『鳥取新報』
16 大正 3年 5月 8日 1914 『因伯時報』 師範学校にて火事
17 大正 3年 5月 8日 1914 『鳥取新報』 師範学校にて火事
18 大正 5年 1月 1日 1916 『因伯時報』

【注】各紙・刊行物の所蔵については、以下のとおり。
『鳥取毎夕新聞』･･･ 鳥取市歴史博物館所蔵　　　　　『因伯時報』『鳥取新報』･･･ 鳥取県立図書館所蔵
『鳥取案内記』『鳥取案内』『五百円以上所有者地価表姓名録』･･･ 国立国会図書館デジタルコレクション

〔表１〕

通番３ 通番２
明治 42 年 10 月 21 日『因伯時報』 明治 42 年６月刊『鳥取案内記』
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通番６ 通番４
明治 43 年１月 19 日『因伯時報』 明治 42 年 10 月刊『鳥取案内』

通番 18
大正５年１月１日
『因伯時報』

通番 14
大正元年９月 13 日
『因伯時報』

通番 13
明治 45 年３月１日
『因伯時報』

通番 11
明治 45 年１月１日
『因伯時報』
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同
四
二
年
六
月
の
二
回
刊
行
さ
れ
た
。内
容
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、

前
者
は
商
店
の
広
告
が
な
く
、
後
者
に
は
広
告
が
掲
載
さ
れ
た
。

　

新
聞
広
告
の
掲
載
回
数
が
最
も
多
い
の
は
、『
因
伯
時
報
』
で
あ

る
。
明
治
四
二
年
一
〇
月
二
一
日
付
（〔
表
１
〕
通
番
３
）
を
は
じ

め
以
後
、
元
日
、
地
久
節
、
韓
国
皇
太
子
の
行
啓
、
天
長
節
、
山
陰

線
全
線
開
通
、
明
治
天
皇
大
喪
な
ど
特
別
な
行
事
の
際
に
広
告
を
出

し
て
い
る
。
特
に
明
治
天
皇
大
喪
の
際
に
は
、「
写
真
師 

喜
多
村
留

蔵
」
と
し
て
広
告
を
出
し
て
お
り
、
永
楽
堂
を
留
蔵
が
引
き
継
い
で

い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
行
事
以
外
で
の
広
告
と
し
て
は
、
明
治

四
三
年
一
月
一
九
日
付
の
『
因
伯
時
報
』
掲
載
の
も
の
が
あ
る
。「
今

回
輸
入
ノ
最
新
発
明
絹
地
写
真
紙
、
弊
館
独
得（
特
）ノ

技
術
ヲ
以
テ
印
画

調
製
可
致
候
、
其
影
画
ノ
一
種
趣
キ
ヲ
異
ニ
シ
テ
高
尚
ナ
ル
、
実
ニ

比
類
ナ
キ
モ
ノ
ニ
候
、大
方
ノ
諸
彦
御
試
写
ア
ラ
ン
事
ヲ
奉
希
上
候
」

（
読
点
は
引
用
者
）
と
あ
る
。「
最
新
発
明
絹
地
写
真
紙
」
が
ど
の
よ

う
な
印
画
紙
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
写
真
技
術
を
誇
示
す
る
内
容
で

あ
る
。

　

別
の
地
元
紙
で
あ
る
『
鳥
取
新
報
』
へ
の
広
告
掲
載
は
、
大
正
三

（
一
九
一
四
）
年
の
元
日
と
、
同
年
五
月
に
近
隣
の
師
範
学
校
で
発
生

し
た
火
事
へ
の
見
舞
い
に
対
す
る
お
礼
の
二
件
が
確
認
さ
れ
る
が
、

後
者
の
広
告
は
同
じ
も
の
が
『
因
伯
時
報
』
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
明
治
四
〇
年
代
に
は
「
永
楽
堂
」
と
「
喜
多
村
写
真
館
」

と
い
う
二
つ
の
屋
号
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、大
正
期
に
入
る
と「
永

楽
堂
」
と
い
う
名
称
は
使
用
さ
れ
な
く
な
る
。

　

確
認
で
き
た
最
後
の
広
告
は
、大
正
五（
一
九
一
六
）年
元
日
の『
因

伯
時
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
前
述
の
と
お
り
、こ
の
後
、

留
蔵
は
台
湾
に
移
住
し
た
。

　
　
　

（
三
）
和
紙
公
図
に
み
る
「
永
楽
堂
」
の
所
在
地

　

永
楽
堂
の
所
在
地
は
西
町
の
県
立
鳥
取
病
院
（
後
の
日
本
赤
十
字

社
鳥
取
支
部
病
院
）
の
隣
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
第
一
章
（
三
）
で
述

べ
た
が
、
本
節
で
は
、
鳥
取
地
方
法
務
局
所
蔵
の
和
紙
公
図
か
ら
永

楽
堂
の
詳
細
な
位
置
に
つ
い
て
考
察
す
る（
（3
（

。

　

先
の
〔
史
料
６
〕
で
、
留
蔵
の
原
籍
は
「
鳥
取
県
鳥
取
市
西
町
七

番
地
一
」
と
あ
っ
た
。〔
図
５
〕
は
、鳥
取
地
方
法
務
局
所
蔵
の
「
尚

徳
町
」
の
和
紙
公
図
（
旧
土
地
台
帳
付
属
図
）
を
基
に
作
成
し
た
も

の
で
あ
る
。
和
紙
公
図
は
明
治
期
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、「
筆
」

ご
と
に
土
地
の
形
状
や
地
番
が
記
載
さ
れ
、
加
筆
修
正
の
た
び
に
紙

が
貼
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
和
紙
公
図
に
よ
る
と
、
七
番
一
は
、

若
桜
街
道
に
面
し
た
一
画
で
、
県
立
鳥
取
病
院
と
師
範
学
校
の
間
に

あ
っ
た
。
正
確
に
は
、
病
院
と
七
番
一
の
間
に
は
七
番
四
が
あ
る（
（4
（

。

「
旧
土
地
台
帳
」
で
七
番
一
を
確
認
す
る
と
、明
治
四
〇
（
一
九
〇
七
）

年
四
月
二
四
日
に
、留
蔵
が
土
地
を
取
得
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
た
め
、
留
蔵
に
よ
る
土
地
取
得
ま
で
の
間
、
永
楽
堂
の
土
地
は

借
地
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
後
、
留
蔵
名
義
の
七
番
一
の
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土
地
は
、
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
一
一
月
に
個
人
に
売
却
さ
れ
、

大
正
一
四
年
一
〇
月
に
日
本
赤
十
字
社
が
取
得
し
て
い
る（
（4
（

。

　

な
お
、
七
番
二
と
七
番
四
は
、
明
治
四
〇
年
四
月
に
鳥
取
県
が
病

院
用
地
と
し
て
買
収
し
、
大
正
四
年
八
月
に
県
か
ら
日
本
赤
十
字
社

へ
譲
渡
さ
れ
た
。

　

こ
こ
で
、
永
楽
堂
の
所
在
地
に
つ
い
て
、
整
理
し
て
お
く
。
勘
四

郎
時
代
の
明
治
二
一
年
頃
に
は
、
居
住
地
（
西
町
八
番
地
）
と
は
別

に
、
県
立
鳥
取
病
院
（
同
町
七
番
地
）
の
北
東
隣
（
同
町
七
番
一
）

に
永
楽
堂
は
位
置
し
た
。「
旧
土
地
台
帳
」
に
勘
四
郎
の
名
前
が
な

い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
土
地
は
借
地
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

や
が
て
、
居
住
地
は
西
町
八
番
地
か
ら
永
楽
堂
（
同
町
七
番
地
一
）

に
移
る
。
明
治
四
〇
年
、
留
蔵
は
こ
の
土
地
を
購
入
し
た
が
、
留
蔵

が
大
正
五
年
に
台
湾
へ
渡
っ
た
後
、
大
正
八
年
に
個
人
へ
売
却
し
、

大
正
一
四
年
に
は
日
本
赤
十
字
社
鳥
取
支
部
病
院
（
現
在
は
鳥
取
赤

十
字
病
院
）
の
敷
地
の
一
部
と
な
っ
た
。

　
　
　

三　

勘
四
郎
・
留
蔵
の
写
真
作
例

　

本
章
で
は
、
永
楽
堂
の
写
真
は
勘
四
郎
ま
た
は
留
蔵
が
撮
影
し
た

と
い
う
前
提
の
下
、
写
真
を
時
系
列
に
整
理
・
比
較
す
る
こ
と
で
、

永
楽
堂
の
写
真
の
態
様
の
変
遷
を
追
っ
て
い
く
。

　
〔
表
２
〕
は
、
次
の
三
点
の
条
件
か
ら
、
永
楽
堂
が
撮
影
し
た
と

特
定
で
き
る
写
真
を
整
理
し
、
一
覧
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
点
目

は
、
ガ
ラ
ス
写
真（
（4
（

収
納
用
木
箱
に
永
楽
堂
の
印
章
が
押
印
さ
れ
て
い

る
こ
と
、
二
点
目
は
、
写
真
台
紙
裏（
（4
（

に
永
楽
堂
と
書
か
れ
て
い
る
も

の
、
ま
た
は
勘
四
郎
の
名
が
見
ら
れ
る
も
の
、
三
点
目
は
、
写
真
台

紙
に
「
永
楽
堂
」
ま
た
は
「
喜
多
村
」
と
い
う
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
印
字

さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
条
件
に
合
致
す
る
写
真
は

二
七
点
あ
る（
（4
（

（
本
稿
に
図
版
を
掲
載
し
て
い
る
も
の
は
〔
表
２
〕
に

図
版
番
号
を
記
載
し
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
）。

〔図５〕明治 40 年頃の県立鳥取病院周辺図
* の区画は、和紙公図に貼り紙が付せられており、地番は確
認できなかった。
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番
号

図
版
 

番
号

年
代
*1

種
類

被
写
体

ロ
ゴ

写
真
寸
法
 

（
台
紙
寸
法
） 

タ
テ
×
ヨ
コ
cm

所
蔵
者

備
考

1
〔
図
７
〕
明
治
15
年

紙
男
１
名
・
男
女
児
各
１
名
【
座
】

－
5.5
×
8.8 

（
6.0
×
10.0）

鳥
取
県
立
公
文
書
館

裏
面
筆
「
明
治
十
五
年
五
月
廿
三
日
永
楽
堂
ニ
テ
写

ス
也
」

2
〔
図
８
〕
明
治
20
年

紙
女
６
名
【
座
3
名
・
立
3
名
】、
椅
子
３
脚

－
5.5
×
8.8 

（
6.3
×
10.5）

鳥
取
県
立
公
文
書
館

裏
面
筆
「
岡
両
人
　
和
田
　
木
村
両
人
　
多
田
」「
鳥

取
若
桜
海
道
筋
永
楽
堂
」「
明
治
廿
年
〔
判
読
不
能
〕」

3
（
明
治
）
21
年

紙
男
1
名
（
上
半
身
）

－
8.8
×
5.4 

（
10.5
×
6.3）

鳥
取
県
立
公
文
書
館

裏
面
筆
「
鳥
取
若
桜
海
道
筋
永
楽
堂
」 「
21.1
写
」

4
〔
図
９
〕 （
明
治
10
年
代
後
半
～

20
年
代
）

ガ
ラ
ス
*2

男
児
1
名
【
座
】、
椅
子

－
7.2
×
4.7  *3

長
崎
大
学
附
属
図
書
館
木
箱
筆
「
於
鳥
取
　
馬
場
亭
一
像
」、
箱
印
「
因
州

永
楽
堂
写
真
」、
幕
末
・
明
治
期
日
本
古
写
真
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
№
5856

5
〔
図
10〕 （

明
治
10
年
代
後
半
～

20
年
代
）

ガ
ラ
ス
*2

女
1
名
【
立
】、
椅
子

－
9.4
×
6.7

鳥
取
県
立
公
文
書
館

木
箱
印
「
因
州
永
楽
堂
写
真
」

6
〔
図
11〕 （

明
治
10
年
代
後
半
～

20
年
代
）

ガ
ラ
ス
*2

女
1
名
【
座
】、
椅
子

－
9.3
×
6.5

鳥
取
県
立
公
文
書
館

木
箱
印
「
因
州
永
楽
堂
写
真
」

7
〔
図
12〕 （

明
治
10
年
代
後
半
～

20
年
代
）

ガ
ラ
ス
*2

男
1
名
【
立
】、
女
1
名
【
座
】、
椅
子

－
9.3
×
6.6

鳥
取
県
立
博
物
館

木
箱
印
「
因
州
永
楽
堂
写
真
」、
勝
田
家
文
書
228

8
（
明
治
10
年
代
後
半
～

20
年
代
）

ガ
ラ
ス
*2

男
1
名
（
鉄
田
宣
照
）
上
半
身

－
9.4
×
6.6

個
人

木
箱
筆
「
N
obuteru O

noda」、
箱
印
「
因
州
永
楽

堂
写
真
」、
井
上
家
文
書
121

9
〔
図
６
〕（
明
治
30
年
頃
）

紙
歩
兵
第
40
聯
隊
正
門
前

－
21.0
×
27.2 

（
32.3
×
40.0）

鳥
取
県
立
公
文
書
館

裏
面
筆
「
小
坂
種
太
郎
氏
寄
贈
」「
鳥
取
第
四
拾
聯

隊
寄
贈
」、
貼
り
紙
「
鳥
取
県
鳥
取
市
西
町
　
写
真

師
　
喜
多
村
勘
四
郎
」

10
〔
図
13〕

明
治
（
31
年
～
35
年
）

紙
女
児
2
名
・
男
児
1
名
【
立
】

A
9.0
×
5.9 

（
10.7
×
6.6）

個
人

裏
面
筆
「
明
治
〔
　
〕
年
三
月
廿
六
日
　
井
上
文
野

　〔
　
〕
才
　
同
準
　
■
〔
三
か
五
〕
才
　
同
俊
子

　
十
■
才
」、
井
上
家
文
書
520

11
〔
図
14〕（

明
治
30
年
代
前
半
）

紙
幼
児
1
名
【
座
】、
女
児
1
名
【
立
】、
椅
子

2
脚

A
9.0
×
6.0 

（
10.7
×
6.5）

鳥
取
県
立
公
文
書
館

12
（
明
治
35
年
）

紙
「
近
藤
喜
八
郎
所
有
　
鳥
取
県
日
野
郡
福
岡
鉄

山
全
景
模
型
」、
屏
風

B
9.8
×
13.8 

（
16.6
×
22.1）

個
人

年
代
は
近
藤
家
文
書
7231-19

か
ら
推
定
、
近
藤
家

文
書
8517

13
（
明
治
35
年
）

紙
福
岡
山
鉄
山
模
型
、
男
2
名
【
座
】、
男
1
名

【
立
】、
椅
子
、
屏
風

B
9.9
×
13.9 

（
16.6
×
22.1）

個
人

年
代
は
近
藤
家
文
書
7231-19

か
ら
推
定
、
近
藤
家

文
書
8517

14
（
明
治
35
年
）

紙
福
岡
山
鉄
山
模
型

B
10.0
×
14.5 

（
16.6
×
22.0）

個
人

年
代
は
近
藤
家
文
書
7231-19

か
ら
推
定
、
近
藤
家

文
書
8517

15
（
明
治
35
年
）

紙
福
岡
山
鉄
山
模
型

B
10.0
×
14.1 

（
16.6
×
22.1）

個
人

年
代
は
近
藤
家
文
書
7231-19

か
ら
推
定
、
近
藤
家

文
書
8517

16
（
明
治
35
年
）

紙
福
岡
山
鉄
山
模
型
（「
鎔
爐
場
三
十
五
分
ノ

一
」）

C
5.9
×
8.9 

（
7.5
×
11.5）

個
人

年
代
は
近
藤
家
文
書
7231-19

か
ら
推
定
、
近
藤
家

文
書
8507

17
（
明
治
35
年
）

紙
福
岡
山
鉄
山
模
型
（「
鍛
工
場
三
十
分
ノ
一
」）

C
5.8
×
8.9 

（
7.5
×
11.5）

個
人

年
代
は
近
藤
家
文
書
7231-19

か
ら
推
定
、
近
藤
家

文
書
8507

18
〔
図
15〕（

明
治
30
年
代
前
半
）

紙
女
1
名
【
立
】、
椅
子
1
脚

C
8.7
×
5.8 

（
11.5
×
7.6）

個
人

井
上
家
文
書
547

19
〔
図
16〕（

明
治
30
年
代
前
半
）

紙
井
上
廉
治
ほ
か
男
計
8
名【
4
名
座
・
4
名
立
】、

椅
子
4
脚

B
10.1
×
14.4 

（
10.7
×
16.5）

個
人

井
上
家
文
書
520

20
〔
図
17〕（

明
治
30
年
代
前
半
）

紙
男
児
1
名
・
男
1
名
・
女
1
名
【
立
】、男

1
名
・

女
2
名
【
座
】、
椅
子
4
脚

B
8.0
×
11.0 

（
8.8
×
13.2）

鳥
取
市
歴
史
博
物
館

裏
面
筆
「
谷
澤
木
村
せ
い
 安
造
　
高
崎
末
蔵
　
高
崎

安
太
　
高
崎
な
か
　
高
崎
ま
つ
」、
高
崎
功
六
関
係

資
料

21
〔
図
18〕（

明
治
30
年
代
前
半
）

紙
岡
崎
平
内
【
座
】

B
14.6
×
10.1 

（
16.4
×
10.7）

鳥
取
県
立
博
物
館

岡
崎
平
内
家
文
書
100

22
〔
図
19〕

明
治
40
年

紙
男
1
名
【
立
】、
女
1
名
【
座
】、
椅
子
1
脚

D
14.1
×
9.8 

（
17.5
×
12.0）

個
人

裏
面
筆
「
明
治
四
十
年
八
月
十
四
日
結
婚
記
念
」、

井
上
家
文
書
557

23
明
治
44
年

紙
男
1
名
・
女
2
名
・
男
児
【
座
】、
男
2
名
・

女
児
1
名
【
立
】

E
9.8
×
14.0 

（
13.7
×
19.4）

個
人

覆
紙
「
進
呈
　
家
族
紀
念
　
明
治
四
拾
四
年
一
月
四

日
写
之
」
井
上
家
文
書
552

24
〔
図
20〕

大
正
2
年

紙
男
児
2
名
・
女
1
名
【
立
】、
椅
子
1
脚

E
10.8
×
7.9 

（
16.6
×
11.4）

個
人

裏
面
筆
「
大
正
二
年
十
二
月
一
日
　
大
村
よ
し
子
　

正
治
　
英
明
」、
井
上
家
文
書
561

25
〔
図
21〕

大
正
3
年

紙
男
1
名
・
女
1
名
【
座
】、
女
2
名
・
男
児
2

名
【
立
】、
椅
子
2
脚

E
14.0
×
9.7 

（
18.8
×
13.3）

個
人

裏
面
筆
「
大
正
三
年
九
月
吉
日
写
之
　
在
鳥
　
大
村

家
族
」、
井
上
家
文
書
537

26
〔
図
22〕

大
正
4
年

紙
男
児
1
名
【
座
】、
男
児
1
名
・
女
1
名
【
立
】
E
10.9
×
7.9 

（
16.5
×
11.5）

個
人

裏
面
筆
「
大
正
四
年
四
月
二
日
写
ス
　
英
明
七
歳
　

芳
子
拾
五
歳
　
正
治
三
歳
」、
井
上
家
文
書
552

27
〔
図
23〕 （

明
治
末
期
～
大
正
5

年
）

紙
女
児
1
名
【
立
】

E
8.8
×
6.0 

（
12.1
×
7.9）

個
人

井
上
家
文
書
547

【
注
】

*1 　（
　
）
は
筆
者
に
よ
る
推
定
年
代
。
　
　
*2　
ガ
ラ
ス
は
、
ア
ン
ブ
ロ
タ
イ
プ
を
指
す
。

*3　
所
蔵
元
の
長
崎
大
学
附
属
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
幕
末
・
明
治
期
日
本
古
写
真
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
目
録
番
号
5856

の
「
形
状
」
を
参
照
し
た
。

【
ロ
ゴ
マ
ー
ク
】

A
･･･　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
B･･･　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
C･･･

D
･･･　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
E･･･

〔
表

２
〕
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番
号

図
版
 

番
号

年
代
*1

種
類

被
写
体

ロ
ゴ

写
真
寸
法
 

（
台
紙
寸
法
） 

タ
テ
×
ヨ
コ
cm

所
蔵
者

備
考

1
〔
図
７
〕
明
治
15
年

紙
男
１
名
・
男
女
児
各
１
名
【
座
】

－
5.5
×
8.8 

（
6.0
×
10.0）

鳥
取
県
立
公
文
書
館

裏
面
筆
「
明
治
十
五
年
五
月
廿
三
日
永
楽
堂
ニ
テ
写

ス
也
」

2
〔
図
８
〕
明
治
20
年

紙
女
６
名
【
座
3
名
・
立
3
名
】、
椅
子
３
脚

－
5.5
×
8.8 

（
6.3
×
10.5）

鳥
取
県
立
公
文
書
館

裏
面
筆
「
岡
両
人
　
和
田
　
木
村
両
人
　
多
田
」「
鳥

取
若
桜
海
道
筋
永
楽
堂
」「
明
治
廿
年
〔
判
読
不
能
〕」

3
（
明
治
）
21
年

紙
男
1
名
（
上
半
身
）

－
8.8
×
5.4 

（
10.5
×
6.3）

鳥
取
県
立
公
文
書
館

裏
面
筆
「
鳥
取
若
桜
海
道
筋
永
楽
堂
」 「
21.1
写
」

4
〔
図
９
〕 （
明
治
10
年
代
後
半
～

20
年
代
）

ガ
ラ
ス
*2

男
児
1
名
【
座
】、
椅
子

－
7.2
×
4.7 *3

長
崎
大
学
附
属
図
書
館
木
箱
筆
「
於
鳥
取
　
馬
場
亭
一
像
」、
箱
印
「
因
州

永
楽
堂
写
真
」、
幕
末
・
明
治
期
日
本
古
写
真
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
№
5856

5
〔
図
10〕 （

明
治
10
年
代
後
半
～

20
年
代
）

ガ
ラ
ス
*2

女
1
名
【
立
】、
椅
子

－
9.4
×
6.7

鳥
取
県
立
公
文
書
館

木
箱
印
「
因
州
永
楽
堂
写
真
」

6
〔
図
11〕 （

明
治
10
年
代
後
半
～

20
年
代
）

ガ
ラ
ス
*2

女
1
名
【
座
】、
椅
子

－
9.3
×
6.5

鳥
取
県
立
公
文
書
館

木
箱
印
「
因
州
永
楽
堂
写
真
」

7
〔
図
12〕 （

明
治
10
年
代
後
半
～

20
年
代
）

ガ
ラ
ス
*2

男
1
名
【
立
】、
女
1
名
【
座
】、
椅
子

－
9.3
×
6.6

鳥
取
県
立
博
物
館

木
箱
印
「
因
州
永
楽
堂
写
真
」、
勝
田
家
文
書
228

8
（
明
治
10
年
代
後
半
～

20
年
代
）

ガ
ラ
ス
*2

男
1
名
（
鉄
田
宣
照
）
上
半
身

－
9.4
×
6.6

個
人

木
箱
筆
「
N
obuteru O

noda」、
箱
印
「
因
州
永
楽

堂
写
真
」、
井
上
家
文
書
121

9
〔
図
６
〕（
明
治
30
年
頃
）

紙
歩
兵
第
40
聯
隊
正
門
前

－
21.0
×
27.2 

（
32.3
×
40.0）

鳥
取
県
立
公
文
書
館

裏
面
筆
「
小
坂
種
太
郎
氏
寄
贈
」「
鳥
取
第
四
拾
聯

隊
寄
贈
」、
貼
り
紙
「
鳥
取
県
鳥
取
市
西
町
　
写
真

師
　
喜
多
村
勘
四
郎
」

10
〔
図
13〕

明
治
（
31
年
～
35
年
）

紙
女
児
2
名
・
男
児
1
名
【
立
】

A
9.0
×
5.9 

（
10.7
×
6.6）

個
人

裏
面
筆
「
明
治
〔
　
〕
年
三
月
廿
六
日
　
井
上
文
野

　〔
　
〕
才
　
同
準
　
■
〔
三
か
五
〕
才
　
同
俊
子

　
十
■
才
」、
井
上
家
文
書
520

11
〔
図
14〕（

明
治
30
年
代
前
半
）

紙
幼
児
1
名
【
座
】、
女
児
1
名
【
立
】、
椅
子

2
脚

A
9.0
×
6.0 

（
10.7
×
6.5）

鳥
取
県
立
公
文
書
館

12
（
明
治
35
年
）

紙
「
近
藤
喜
八
郎
所
有
　
鳥
取
県
日
野
郡
福
岡
鉄

山
全
景
模
型
」、
屏
風

B
9.8
×
13.8 

（
16.6
×
22.1）

個
人

年
代
は
近
藤
家
文
書
7231-19

か
ら
推
定
、
近
藤
家

文
書
8517

13
（
明
治
35
年
）

紙
福
岡
山
鉄
山
模
型
、
男
2
名
【
座
】、
男
1
名

【
立
】、
椅
子
、
屏
風

B
9.9
×
13.9 

（
16.6
×
22.1）

個
人

年
代
は
近
藤
家
文
書
7231-19

か
ら
推
定
、
近
藤
家

文
書
8517

14
（
明
治
35
年
）

紙
福
岡
山
鉄
山
模
型

B
10.0
×
14.5 

（
16.6
×
22.0）

個
人

年
代
は
近
藤
家
文
書
7231-19

か
ら
推
定
、
近
藤
家

文
書
8517

15
（
明
治
35
年
）

紙
福
岡
山
鉄
山
模
型

B
10.0
×
14.1 

（
16.6
×
22.1）

個
人

年
代
は
近
藤
家
文
書
7231-19

か
ら
推
定
、
近
藤
家

文
書
8517

16
（
明
治
35
年
）

紙
福
岡
山
鉄
山
模
型
（「
鎔
爐
場
三
十
五
分
ノ

一
」）

C
5.9
×
8.9 

（
7.5
×
11.5）

個
人

年
代
は
近
藤
家
文
書
7231-19

か
ら
推
定
、
近
藤
家

文
書
8507

17
（
明
治
35
年
）

紙
福
岡
山
鉄
山
模
型
（「
鍛
工
場
三
十
分
ノ
一
」）

C
5.8
×
8.9 

（
7.5
×
11.5）

個
人

年
代
は
近
藤
家
文
書
7231-19

か
ら
推
定
、
近
藤
家

文
書
8507

18
〔
図
15〕（

明
治
30
年
代
前
半
）

紙
女
1
名
【
立
】、
椅
子
1
脚

C
8.7
×
5.8 

（
11.5
×
7.6）

個
人

井
上
家
文
書
547

19
〔
図
16〕（

明
治
30
年
代
前
半
）

紙
井
上
廉
治
ほ
か
男
計
8
名【
4
名
座
・
4
名
立
】、

椅
子
4
脚

B
10.1
×
14.4 

（
10.7
×
16.5）

個
人

井
上
家
文
書
520

20
〔
図
17〕（

明
治
30
年
代
前
半
）

紙
男
児
1
名
・
男
1
名
・
女
1
名
【
立
】、男

1
名
・

女
2
名
【
座
】、
椅
子
4
脚

B
8.0
×
11.0 

（
8.8
×
13.2）

鳥
取
市
歴
史
博
物
館

裏
面
筆
「
谷
澤
木
村
せ
い
 安
造
　
高
崎
末
蔵
　
高
崎

安
太
　
高
崎
な
か
　
高
崎
ま
つ
」、
高
崎
功
六
関
係

資
料

21
〔
図
18〕（

明
治
30
年
代
前
半
）

紙
岡
崎
平
内
【
座
】

B
14.6
×
10.1  

（
16.4
×
10.7）

鳥
取
県
立
博
物
館

岡
崎
平
内
家
文
書
100

22
〔
図
19〕

明
治
40
年

紙
男
1
名
【
立
】、
女
1
名
【
座
】、
椅
子
1
脚

D
14.1
×
9.8 

（
17.5
×
12.0）

個
人

裏
面
筆
「
明
治
四
十
年
八
月
十
四
日
結
婚
記
念
」、

井
上
家
文
書
557

23
明
治
44
年

紙
男
1
名
・
女
2
名
・
男
児
【
座
】、
男
2
名
・

女
児
1
名
【
立
】

E
9.8
×
14.0 

（
13.7
×
19.4）

個
人

覆
紙
「
進
呈
　
家
族
紀
念
　
明
治
四
拾
四
年
一
月
四

日
写
之
」
井
上
家
文
書
552

24
〔
図
20〕

大
正
2
年

紙
男
児
2
名
・
女
1
名
【
立
】、
椅
子
1
脚

E
10.8
×
7.9 

（
16.6
×
11.4）

個
人

裏
面
筆
「
大
正
二
年
十
二
月
一
日
　
大
村
よ
し
子
　

正
治
　
英
明
」、
井
上
家
文
書
561

25
〔
図
21〕

大
正
3
年

紙
男
1
名
・
女
1
名
【
座
】、
女
2
名
・
男
児
2

名
【
立
】、
椅
子
2
脚

E
14.0
×
9.7 

（
18.8
×
13.3）

個
人

裏
面
筆
「
大
正
三
年
九
月
吉
日
写
之
　
在
鳥
　
大
村

家
族
」、
井
上
家
文
書
537

26
〔
図
22〕

大
正
4
年

紙
男
児
1
名
【
座
】、
男
児
1
名
・
女
1
名
【
立
】
E
10.9
×
7.9 

（
16.5
×
11.5）

個
人

裏
面
筆
「
大
正
四
年
四
月
二
日
写
ス
　
英
明
七
歳
　

芳
子
拾
五
歳
　
正
治
三
歳
」、
井
上
家
文
書
552

27
〔
図
23〕 （

明
治
末
期
～
大
正
5

年
）

紙
女
児
1
名
【
立
】

E
8.8
×
6.0 

（
12.1
×
7.9）

個
人

井
上
家
文
書
547

【
注
】

*1 　（
　
）
は
筆
者
に
よ
る
推
定
年
代
。
　
　
*2　
ガ
ラ
ス
は
、
ア
ン
ブ
ロ
タ
イ
プ
を
指
す
。

*3　
所
蔵
元
の
長
崎
大
学
附
属
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
幕
末
・
明
治
期
日
本
古
写
真
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
目
録
番
号
5856

の
「
形
状
」
を
参
照
し
た
。

【
ロ
ゴ
マ
ー
ク
】

A
･･･　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
B･･･　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
C･･･

D
･･･　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
E･･･



― 74 ―

　
　
　

（
一
）
写
真
の
撮
影
年
代

　

二
七
点
の
写
真
の
う
ち
、
撮
影
年
代
が
特
定
ま
た
は
推
定
で
き
る

写
真
は
一
六
点
、
不
明
な
も
の
が
一
一
点
で
あ
る
。
前
者
一
六
点
の

内
訳
は
、
写
真
に
撮
影
年
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
が
、〔
表
２
〕

の
番
号
１
・
２
・
３
・
22
～
26
（
以
下
、
番
号
と
あ
る
も
の
は
〔
表
２
〕

の
番
号
を
指
す
）
の
八
点
で
、
関
連
文
書
か
ら
年
代
が
推
測
で
き
る

写
真
が
八
点
（
番
号
９
・
10
・
12
～
17
）
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
関
連
文
書
か
ら
撮
影
年
代
が
推
測
で
き
る
写
真
八
点
に
つ

い
て
、
お
お
よ
そ
の
年
代
を
示
す
。

　

番
号
９（
（4
（

は
、
歩
兵
第
四
〇
聯
隊
正
門
前
を
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
四
〇
聯
隊
は
、
明
治
二
九
（
一
八
九
六
）
年
一
二
月
に
鳥
取
市
に

設
置
が
決
定
さ
れ
、
翌
三
〇
年
四
月
に
大
阪
の
仮
兵
舎
か
ら
転
営
し

て
い
る（
（4
（

。
番
号
９
の
写
真
裏
面
の
貼
り
紙
に
は
「
鳥
取
県
鳥
取
市
西

町　

写
真
師　

喜
多
村
勘
四
郎
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
勘
四
郎
が
撮

影
し
た
写
真
と
断
定
で
き
る
の
で
、
撮
影
年
代
は
明
治
三
〇
年
か
ら

勘
四
郎
没
年
の
同
三
六
年
の
間
で
あ
り
、
写
っ
て
い
る
植
栽
の
状
況

か
ら
明
治
三
〇
年
の
転
営
か
ら
間
も
な
く
の
時
期
と
推
測
さ
れ
る
。

　

番
号
10
は
、
裏
面
に
記
載
さ
れ
た
文
字
の
一
部
が
摩
滅
し
て
判
読

不
能
な
た
め
、
年
代
の
特
定
は
で
き
な
い
が
、「
明
治
〔　

〕
年
三

月
廿
六
日　

井
上
文
野　
〔　

〕
才　

準　

■
〔
三
か
五
〕
才　

俊

子　

十
■
才
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
井
上
家
文
書（
（4
（

五
二
八
「
井
上
家

戸
籍
其
他
身
分
ニ
関
ス
ル
件
一
綴
」
に
よ
る
と
、
準
は
明
治
二
九
年

〔図６-a〕番号９　歩兵第 40 聯隊正門前 〔図６-b〕裏面貼り紙
タテ 2.7cm×ヨコ 4.5cm（明治 30 年頃＜推定＞撮影、鳥取県立公文書館所蔵）
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四
月
生
ま
れ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
満
年
齢
と
数
え
年
と
の
両
方
の
場

合
を
考
量
し
た
結
果
、
明
治
三
一
年
か
ら
三
五
年
の
間
に
撮
影
さ
れ

た
写
真
と
考
え
ら
れ
る
。

　

番
号
12
～
17
は
、
日
野
町
根
雨
の
近
藤
家
が
所
蔵
す
る
写
真
で
、

「
福
岡
山
鉄
山（
（4
（

模
型
」
は
、
明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）
年
に
大
阪
で

開
催
さ
れ
た
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
出
品
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
近
藤
家
手
代
が
五
代
当
主
喜
八
郎
と
そ
の
息
子
喜
兵
衛
へ
宛
て

た
明
治
三
五
年
一
二
月
三
日
付
の
書
簡（
（4
（

で
、
出
品
す
る
模
型
を
大
阪

へ
運
送
す
る
段
取
り
を
報
告
し
て
お
り
、
そ
の
中
に
「
撮
影
者
明
四

日
中
ニ
者
出
来
済
ニ
而
、
携
帯
帰
国
可
仕
候
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
撮
影
日
は
明
治
三
五
年
一
二
月
四
日
で
あ
っ
た
こ

と
が
分
か
る
。

　

次
に
、
撮
影
年
代
が
不
明
な
一
一
点
の
写
真
に
つ
い
て
、
年
代
の

推
測
を
試
み
た
い
。
撮
影
年
代
の
推
測
に
あ
た
っ
て
は
、「
後
画
幕
」

や
床
の
模
様
、
さ
ら
に
写
真
台
紙
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
も
注
意
を
払
う

必
要
が
あ
る（
（5
（

。「
後
画
幕
」
と
は
、
写
真
の
背
景
と
な
る
風
景
な
ど

が
描
か
れ
た
幕
の
こ
と
で
、
写
真
機
材
を
扱
う
店
で
入
手
が
可
能
で

あ
っ
た（
（5
（

。

　

番
号
４
～
８
は
、
写
真
の
支
持
体（
（5
（

が
ガ
ラ
ス
で
あ
る
こ
と
、
後
画

幕
が
な
い
こ
と
、
明
治
二
〇
年
の
写
真
（
番
号
２
）
と
同
一
の
椅
子

が
使
わ
れ
て
い
る
（
番
号
４
～
７
）
こ
と
か
ら
、
明
治
一
〇
年
代
後

半
か
ら
二
〇
年
代
と
考
え
ら
れ
る（
（5
（

。

　

番
号
11
は
、
後
画
幕
と
床
の
模
様
お
よ
び
写
真
台
紙
の
ロ
ゴ
マ
ー

ク
が
、
明
治
三
一
年
か
ら
三
五
年
の
間
に
撮
影
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ

る
番
号
10
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
明
治
三
〇
年
代
前
半
の
撮
影

の
可
能
性
が
高
い
。

　

番
号
18
は
、
後
画
幕
と
床
の
模
様
は
、
番
号
10
と
一
致
し
て
お
り
、

写
真
台
紙
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
、
明
治
三
五
年
撮
影
と
推
定
さ
れ
る
番

号
16
・
17
と
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
も
明
治
三
〇
年
代
前
半
の

撮
影
と
推
測
で
き
る
。

　

番
号
19
・
20
・
21
は
、
後
画
幕
が
使
用
さ
れ
て
い
な
い
が
、
撮
影

場
の
床
が
、
番
号
10
と
同
じ
で
あ
り
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
明
治
三
五
年

の
写
真
（
番
号
12
～
15
）
と
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
明
治
三
〇
年
代

前
半
と
考
え
ら
れ
る
。

　

番
号
27
は
、
後
画
幕
・
床
の
模
様
が
ど
の
写
真
と
も
一
致
し
な
い

が
、
写
真
台
紙
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
は
「
留
蔵
」
の
名
前
の
頭
文
字
で

あ
る
「
Ｔ
」
が
印
字
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
留
蔵
時
代
の
写
真
と

特
定
さ
れ
る
。
こ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
使
用
さ
れ
た
の
は
、
明
治
末
期

か
ら
留
蔵
が
渡
台
す
る
大
正
五
年
ま
で
の
間
で
あ
る
た
め
、
番
号
27

も
こ
の
期
間
に
撮
影
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
節
の
ま
と
め
と
し
て
、
二
七
点
の
撮
影
者
を
整
理
す
る
。
番
号

１
～
８
は
、
明
治
一
五
年
か
ら
二
〇
年
代
に
勘
四
郎
が
撮
影
し
た
と

推
測
で
き
、
こ
の
時
期
を
Ⅰ
期
と
す
る
。
番
号
10
～
21
は
、
明
治

三
〇
年
代
前
半
の
撮
影
と
推
測
さ
れ
る
が
、
こ
の
時
期
は
留
蔵
も
写
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真
術
を
習
得
し
て
い
る
た
め
、
勘
四
郎
か
留
蔵
の
い
ず
れ
が
撮
影
し

た
か
の
特
定
は
困
難
で
あ
る
。
こ
の
時
期
を
Ⅱ
期
と
す
る
。
な
お
、

番
号
９
も
Ⅱ
期
に
属
す
る
が
、
前
述
の
と
お
り
、
撮
影
者
は
勘
四
郎

と
断
定
で
き
る
。
番
号
22
～
27
は
、
勘
四
郎
の
没
後
以
降
の
撮
影
で

あ
り
、
撮
影
者
は
留
蔵
と
推
定
さ
れ
、
こ
の
期
間
を
Ⅲ
期
と
す
る
。

　
　
　

（
二
）
小
道
具
や
調
度
品
の
変
遷

　

本
節
で
は
、
被
写
体
が
身
に
つ
け
る
小
道
具
や
撮
影
用
の
椅
子
な

ど
の
調
度
品
、
床
の
状
態
か
ら
、
前
述
の
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
期
に
お
け
る

撮
影
場
の
特
徴
を
述
べ
る
。

　

Ⅰ
期
は
写
真
の
普
及
期
で
、
変
化
が
目
立
つ
時
期
で
あ
る
。
番
号

１
は
、
ま
ず
床
に
布
が
敷
か
れ
、
そ
の
上
に
被
写
体
が
座
し
て
い
る
。

小
道
具
は
、
中
央
の
男
性
の
前
に
急
須
・
湯
飲
み
・
盆
が
置
か
れ
、

右
の
男
児
は
開
い
た
本
を
、
左
の
女
児
は
閉
じ
た
本
を
手
に
し
て
い

る
。
男
性
の
右
隣
に
は
、
布
で
覆
っ
た
台
座
の
上
に
植
木
鉢
が
置
か

れ
て
い
る
。

　

明
治
二
〇
（
一
八
八
七
）
年
撮
影
の
番
号
２
は
、
女
性
六
名
と
椅

子
三
脚
、
左
端
に
は
台
座
の
よ
う
な
も
の
が
写
っ
て
い
る
。
床
は
板

張
り
で
、
女
性
た
ち
は
下
駄
や
草
履
を
履
い
て
お
り
、
番
号
１
と
比

較
す
る
と
、
撮
影
場
の
様
相
は
異
な
る
。

　

番
号
４
～
７
の
床
は
、
番
号
２
と
同
様
板
張
り
で
あ
り
、
被
写
体

は
全
員
履
物
を
履
い
て
お
り
、
椅
子
も
使
わ
れ
て
い
る
。
小
道
具
に

目
を
移
す
と
、
番
号
４
・
５
・
７
の
被
写
体
は
、
洋
傘
を
手
に
し
て
い

る
（
番
号
７
は
女
性
の
み
）。
番
号
６
・
７
は
台
座
と
植
木
鉢
を
設
置

し
て
お
り
、番
号
５
は
女
性
が
椅
子
に
座
ら
ず
に
手
を
添
え
る
な
ど
、

構
図
を
意
識
し
た
撮
影
を
う
か
が
わ
せ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か

ら
、
Ⅰ
期
は
、
番

号
１
の
撮
影
年
で

あ
る
明
治
一
五
年

以
降
、撮
影
場
は
、

板
張
り
の
床
や
椅

子
の
登
場
に
よ
っ

て
変
化
を
遂
げ
て

い
る
。

　

Ⅱ
期
は
Ⅰ
期
と

は
大
き
く
様
相
が

異
な
る
。
先
述
の

と
お
り
、「
後
画

幕
」
が
登
場
し
、

床
に
は
模
様
が
あ

り
、
被
写
体
も
履

物
を
履
い
て
い

な
い
（
番
号
10
・

〔図７〕番号１
（明治 15 年撮影、鳥取県立公文書館所蔵）



― 77 ―

11
・
18
）。椅
子
は
、

光
沢
感
あ
る
素
材

に
房
飾
り
（
フ
リ

ン
ジ
）
付
き
の
西

洋
風
の
も
の
が
新

た
に
設
置
さ
れ
て

い
る
。
Ⅱ
期
で
は

後
画
幕
を
使
用
し

て
い
な
い
写
真
も

見
ら
れ
る
（
番
号

19
・
20
・
21
）。

Ⅰ
期
と
異
な
る
点

は
、
写
真
に
植
木

鉢
と
台
座
は
見
ら

れ
ず
、
洋
傘
な
ど

の
小
道
具
を
手
に

す
る
被
写
体
も
見

ら
れ
な
い
。

　

Ⅲ
期
は
、
Ⅱ
期
と
比
較
す
る
と
、
椅
子
は
変
化
し
て
い
な
い
よ
う

に
見
え
る
が
、
後
画
幕
の
種
類
が
増
え
て
お
り
（
番
号
22
・
24
～

27
）（
（5
（

、
床
の
模
様
も
Ⅱ
期
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

〔図８〕番号２
（明治 20 年撮影、鳥取県立公文書館所蔵）

〔図 10〕番号５ 〔図９〕番号４
（明治 10 年代後半～ 20 年代＜推定＞
撮影、鳥取県立公文書館所蔵）

（明治 10 年代後半～ 20 年代＜推定＞
撮影、長崎大学附属図書館所蔵）
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〔図 14〕番号 11

〔図 12〕番号７

〔図 13〕番号 10

〔図 11〕番号６

（明治 30 年代前半＜推定＞撮影、
鳥取県立公文書館所蔵）

（明治 10 年代後半～ 20 年代＜推定＞
撮影、鳥取県立博物館所蔵）

（明治 31 ～ 35 年＜推定＞撮影、
個人所蔵）

（明治 10 年代後半～ 20 年代＜推定＞
撮影、鳥取県立公文書館所蔵）
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〔図 19〕番号 22 〔図 18〕番号 21　

〔図 15〕番号 18

〔図 16〕番号 19

〔図 17〕番号 20

（明治 40 年撮影、個人所蔵） （明治 30 年代前半＜推定＞撮影、
鳥取県立博物館所蔵）

（明治 30 年代前半＜推定＞撮影、
個人所蔵）

（明治 30 年代前半＜推定＞撮影、個人所蔵）

（明治 30 年代前半＜推定＞撮影、
鳥取市歴史博物館所蔵）
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〔図 23〕番号 27

〔図 21〕番号 25

〔図 22〕番号 26

〔図 20〕番号 24

（明治末期～大正５年＜推定＞
撮影、個人所蔵）

（大正３年撮影、個人所蔵）

（大正４年撮影、個人所蔵）

（大正２年撮影、個人所蔵）
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お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
第
一
章
お
よ
び
第
二
章
で
勘
四
郎
と
そ
の
息
子
留
蔵

に
関
す
る
文
献
史
料
を
紹
介
し
た
。
永
楽
堂
の
開
業
年
は
明
治
一
二

（
一
八
七
九
）
年
以
前
と
推
定
さ
れ
、
所
在
地
は
県
立
鳥
取
病
院
の

北
東
隣
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
、
永
楽
堂
（
喜
多
村
写

真
館
）
が
撮
影
し
た
写
真
二
七
点
に
つ
い
て
、
写
真
裏
面
ま
た
は
木

箱
に
記
さ
れ
た
文
字
情
報
や
他
の
文
献
史
料
と
照
合
し
、
撮
影
年
代

を
推
定
し
た
。
さ
ら
に
、
被
写
体
が
身
に
つ
け
る
小
道
具
や
撮
影
場

に
備
え
付
け
ら
れ
た「
後
画
幕
」、床
の
模
様
、写
真
台
紙
の
ロ
ゴ
マ
ー

ク
、
こ
れ
ら
の
変
遷
を
総
合
的
に
検
討
し
、
写
真
を
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
期

に
分
類
し
た
。

　

一
方
で
課
題
も
残
る
。
第
一
に
は
、
鳥
取
県
で
最
初
の
写
真
師
は

誰
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。「
最
初
の
写
真
師
」
と
は
、
写
真
術

を
習
得
し
た
者
な
の
か
、
写
真
館
を
開
業
し
た
者
な
の
か
、
定
義
づ

け
が
必
要
だ
が
、
明
治
初
期
の
鳥
取
市
域
に
限
っ
て
も
、
勘
四
郎
以

外
の
以
下
の
二
名
が
写
真
術
を
習
得
、
ま
た
は
写
真
館
を
開
業
し
た

こ
と
が
新
聞
記
事
か
ら
確
認
さ
れ
て
い
る
。
一
人
は
「
大
西
某
」、

も
う
一
人
は
山
本
久
造
で
あ
る
。
大
西
は
、
長
崎
で
写
真
術
を
習
得

し
た
と
さ
れ
、
そ
の
発
端
は
、
鳥
取
藩
の
国
産
役
所
用
懸
の
木
原
義

助
が
万
延
元
（
一
八
六
〇
）
年
に
長
崎
で
フ
ラ
ン
ス
人
に
木
原
自
身

を
撮
影
さ
せ
、
そ
の
写
真
を
持
ち
帰
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
木
原
は
、

写
真
業
を
鳥
取
で
も
起
こ
す
こ
と
を
藩
に
建
白
し
、
聞
き
届
け
ら

れ
る
と
大
西
某
を
写
真
術
習
得
の
た
め
長
崎
へ
派
遣
し
た
の
で
あ
っ

た（
（5
（

。
山
本
は
「
上
国
」
で
「
洋
師
」
か
ら
写
真
術
を
習
得
し
、
明
治

一
三
（
一
八
八
〇
）
年
七
月
に
若
桜
橋
詰
（
現
在
の
鳥
取
市
元
町
付

近
）
で
写
真
館
を
開
業
し
て
い
る（
（5
（

。
両
者
と
も
、
撮
影
写
真
の
現
存

は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
勘
四
郎
が
「
鳥
取
で
最
初
の
写
真
師
」
と
い

う
通
説
は
、
大
西
、
山
本
の
存
在
を
考
え
る
と
疑
問
が
残
る
。
し
か

し
、
大
西
、
山
本
と
も
文
献
史
料
に
登
場
す
る
期
間
は
ご
く
わ
ず
か

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
写
真
師
と
し
て
成
功
を
治
め
る
に
至
ら
な
か
っ

た
と
み
え
る
。
一
方
で
、
勘
四
郎
は
、
写
真
が
普
及
し
始
め
た
明
治

一
〇
年
代
に
写
真
館
を
開
業
し
、
鳥
取
県
庁
舎
の
記
念
撮
影
を
任
さ

れ
る
な
ど
、親
子
二
代
に
わ
た
っ
て
続
く
写
真
館
の
基
礎
を
築
い
た
。

鳥
取
城
の
撮
影
に
つ
い
て
の
確
証
が
得
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
は
遺
憾

で
あ
る
が
、「
鳥
取
で
最
初
に
成
功
し
た
写
真
師
」
と
い
う
こ
と
は

で
き
よ
う
。

　

明
治
三
〇
年
代
に
入
る
と
、
鳥
取
市
内
を
は
じ
め
、
県
内
で
も
写

真
館
が
増
え
始
め
る
。
本
県
の
写
真
発
展
の
様
相
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
に
は
、
個
々
の
写
真
館
の
研
究
を
蓄
積
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

鳥
取
市
に
つ
い
て
は
、
昭
和
一
八
（
一
九
四
三
）
年
の
鳥
取
大
震

災
、
同
二
七
年
の
鳥
取
大
火
と
、
二
度
に
わ
た
っ
て
大
規
模
災
害
に

見
舞
わ
れ
、
写
真
を
含
む
多
く
の
史
料
が
失
わ
れ
て
い
る
。
残
さ
れ
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た
明
治
・
大
正
期
の
写
真
を
地
域
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
し
て
保
存
・
活

用
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

【
謝
辞
】

　

写
真
・
文
献
史
料
の
調
査
お
よ
び
写
真
掲
載
に
あ
た
り
、
各
資
料
の
所

蔵
者
な
ら
び
に
各
機
関
よ
り
御
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
、
本
稿
執
筆

に
あ
た
り
、
鳥
取
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課
佐
々
木
孝
文
氏
、
鳥
取
市
歴

史
博
物
館
横
山
展
宏
氏
に
は
貴
重
な
御
助
言
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
記

し
て
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

【 

注 

】

（
１
）	

明
治
期
に
お
け
る
鳥
取
県
内
の
写
真
師
を
取
り
上
げ
た
研
究
と
し
て
は

「
１ 

米
子
の
写
真
史
」（『
新
修
米
子
市
史 

第
十
三
巻 
資
料
編 

写
真
』、

米
子
市
史
編
さ
ん
協
議
会
編
、
米
子
市
刊
、
一
九
九
六
年
刊
）
が
挙
げ

ら
れ
る
。
明
治
一
一
（
一
八
七
八
）
年
に
米
子
城
を
撮
影
し
た
写
真
師

の
山
本
良
種
（
嘉
永
七
〈
一
八
五
四
〉
年
～
昭
和
七
〈
一
九
三
二
〉
年
）

を
紹
介
し
て
い
る
。
良
種
が
写
真
館
を
開
業
し
た
年
代
は
不
明
と
さ
れ
る

が
、明
治
一
八
年
の
町
絵
図
に
良
種
の
「
写
真
場
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）	

勘
四
郎
の
墓
に
は
戒
名
「
正
遵
院
冩
開
喜
勘
居
士
」
と
「
明
治
三
十
六

年
十
一
月
十
一
日　

旧
九
月
廿
二
日　

行
年
五
拾
五
歳
」（
没
年
・
行
年
）

が
刻
ま
れ
て
お
り
、
勘
四
郎
の
生
年
を
推
定
し
た
。

（
３
）	

村
尾
泰
「
八
十
年　

あ
る
古
老
の
目
か
ら
」（『
毎
日
新
聞
』
鳥
取
版
、
昭

和
三
七〈
一
九
六
二
〉年
三
月
四
日
付
）、大
久
保
弘（
鳥
取
市『
鳥
取
市“
事

始
め
”
物
語
』（
郷
土
シ
リ
ー
ズ
（
十
）、
鳥
取
市
教
育
福
祉
振
興
会
刊
、

一
九
七
九
年
復
刻
刊
、
六
〇
～
六
一
頁
）、
福
田
陽
一
『
大
正
時
代
に
花

咲
い
た
光
影
倶
楽
部
の
記
録
』（
二
〇
〇
七
年
刊
、
六
九
～
七
一
頁
）

（
４
）	

佐
々
木
孝
文
「
鳥
取
城
の
古
写
真
に
つ
い
て
―
新
史
料
に
よ
る
評
価
の

試
み
―
」（『
鳥
取
城
調
査
研
究
年
報
』
第
六
号
、
鳥
取
市
教
育
委
員
会

編
刊
、
二
〇
一
三
年
刊
）

（
５
）	

前
掲
注
（
４
）

（
６
）	

岡
田
機
外（
明
治
六〈
一
八
七
三
〉年
～
昭
和
二
四〈
一
九
四
九
〉年
）は
、

岩
美
郡
宇
倍
野
村
（
現
在
の
鳥
取
市
）
出
身
の
俳
人
。
本
名
は
鉄
蔵
。

（
７
）	

大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
三
月
三
日
付
。

（
８
）	

前
掲
注
（
４
）

（
９
）	

前
掲
注
（
４
）

（
10
）	

前
掲
注
（
４
）
で
、
佐
々
木
は
「
坂
本
町
」
で
は
な
く
「
坂
田
町
」
で

は
な
い
か
と
、
誤
記
の
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
11
）	「
学
籍
簿
」
鳥
取
市
立
久
松
小
学
校
所
蔵
、
鳥
取
県
立
公
文
書
館
収
集
資

料
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
Ｆ

－

九
九

－

四
一

（
12
）	
鳥
取
高
等
科
小
学
校
は
、
三
郡
高
等
小
学
校
、
六
郡
高
等
小
学
校
と
名

称
が
変
わ
り
、
明
二
二
（
一
八
八
九
）
年
に
因
幡
高
等
小
学
校
、
同

二
六
年
に
は
鳥
取
高
等
小
学
校
と
改
称
し
た
（「
沿
革
史　

鳥
取
高
等
小

学
校
」
鳥
取
市
立
久
松
小
学
校
所
蔵
、
鳥
取
県
立
公
文
書
館
収
集
資
料
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マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
Ｃ

－

九
六

－

二
六
）。

（
13
）	
四
年
級
の
全
生
徒
の
通
学
里
程
が
未
記
入
で
あ
る
。

（
14
）	
鳥
取
地
方
法
務
局
所
蔵　

和
紙
公
図
「
西
町
」

（
15
）	

学
籍
簿
に
は
「
富
造
」
と
表
記
さ
れ
る
。
名
前
の
表
記
に
つ
い
て
は
、

後
掲
注
（
31
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
16
）	「
家
禄 

明
治
十
一
年
」（
島
根
県
公
文
書
セ
ン
タ
ー
所
蔵
、
県
四

－

五
一

－

Ｍ
一
一

－

一
一
、
鳥
取
県
立
公
文
書
館
収
集
資
料
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル

ム
Ｃ

－

〇
一

－

〇
九
）

（
17
）	

従
来
の
「
鳥
取
郭
内
」
の
呼
称
が
廃
止
さ
れ
、
新
た
に
一
九
の
町
名
が

定
め
ら
れ
た（
明
治
六〈
一
八
七
三
〉年
鳥
取
県
第
三
八
三
号「
御
布
告
」、

引
継
簿
冊
番
号
〇
〇
〇
二
一
九
九
〇
〇
四
四
四

－
三
、
鳥
取
県
立
公
文

書
館
所
蔵
）。
な
お
、
こ
の
簿
冊
に
は
図
面
が
添
付
さ
れ
て
い
な
い
が
、

図
面
は
「
公
文
録
・
明
治
六
年
・
第
百
四
十
六
巻
・
明
治
六
年
十
一
月
・

大
蔵
省
伺
（
二
）」
の
う
ち
「
鳥
取
県
下
旧
郭
内
町
名
分
界
伺
」（
国
立

公
文
書
館
所
蔵
）
に
綴
ら
れ
て
お
り
、
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー

カ
イ
ブ
で
閲
覧
が
可
能
で
あ
る
。

	
https://w

w
w
.digital.archives.go.jp/item

/3040009

（
18
）	

明
治
一
五
（
一
八
八
二
）
年
五
月
二
二
日
付
の
鳥
取
県
甲
第
七
八
号
（
鳥

取
県
立
図
書
館
所
蔵
「
鳥
取
県
令
」
三
一
七
／
五
／
郷
土
Ｗ
Ｈ
、
た
だ

し
例
規
の
名
称
が
「
県
令
」
と
な
る
の
は
明
治
一
九
年
か
ら
で
あ
る
）

（
19
）	

裏
面
の
そ
の
他
の
文
字
情
報
と
し
て
、
英
字
筆
記
体
の
よ
う
な
文
字
（
判

読
不
能
）
や
印
章
（
赤
に
四
角
）
の
よ
う
な
も
の
が
見
ら
れ
る
が
、
判

然
と
し
な
い
。

（
20
）	

明
治
一
八
（
一
八
八
五
）
年
一
二
月
六
日
付
『
鳥
取
新
報
』、
東
京
大
学

大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
附
属
近
代
日
本
法
政
史
料
セ
ン
タ
ー
明
治

新
聞
雑
誌
文
庫
（
以
下
「
東
大
明
治
新
聞
雑
誌
文
庫
」）
所
蔵
、
鳥
取
県

立
公
文
書
館
収
集
資
料
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
Ｅ

－

八
七
九

（
21
）	

こ
の
時
の
写
真
の
現
存
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

（
22
）	

明
治
二
一
（
一
八
八
八
）
年
三
月
二
九
日
付
、
東
大
明
治
新
聞
雑
誌
文
庫

所
蔵
、
鳥
取
県
立
公
文
書
館
収
集
資
料
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
Ｅ

－

八
七
五

（
23
）	

韶
陽
会
は
、
明
治
二
一
年
に
設
立
さ
れ
た
団
体
で
「
実
地
詩
文
ノ
練
習
」

や
「
各
人
智
識
ノ
交
換
」
を
目
的
と
し
た
（『
英
華
集
』
第
一
編
、
明
治

二
一
年
二
月
印
刷
、鳥
取
県
立
図
書
館
所
蔵
、〇
五
〇
／
一
八
／
郷
土
Ｈ
）。

『
数
学
叢
誌
』
は
「
我
カ
山
陰
道
ノ
如
キ
山
岳
重
畳
、
交
通
不
便
ナ
ル
ヲ

以
テ
、
自
ラ
其
進
歩
ノ
程
度
、
他
ノ
諸
国
ニ
比
シ
テ
劣
ル
処
ア
ル
ヲ
見
ル
」

こ
と
か
ら
、「
数
学
ノ
拡
張
」
を
目
的
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
数
学
研
究
雑

誌
で
あ
る
（『
数
学
叢
誌
』
第
壱
号
「
本
誌
ノ
主
旨
」
明
治
二
一
年
四
月

二
五
日
刊
、
韶
陽
会
刊
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）。

（
24
）	「
引
継
目
録
演
説
書　

衛
生
課
ノ
部
」（
明
治
二
一
年
、
引
継
簿
冊
番
号

〇
〇
〇
二
一
九
九
〇
〇
七
四
七

－

九
、
鳥
取
県
立
公
文
書
館
所
蔵
）
に

所
収
さ
れ
る
「
第
壱
号　

衛
生
事
務
ニ
関
ス
ル
演
舌
書
」
に
は
「
病
院

ハ
県
立
一
ヶ
所
、
私
立
二
ヶ
所
ニ
シ
テ
、
県
立
病
院
ハ
鳥
取
西
町
七
番

地
ニ
ア
リ
（
中
略
）
私
立
病
院
ハ
智
頭
郡
智
頭
宿
（
甲
）、
久
米
郡
倉
吉

（
乙
）
ニ
ア
リ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
県
立
鳥
取
病
院
と
比
定
で
き
る
。
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（
25
）	

前
掲
注
（
２
）

（
26
）	
そ
の
他
、
勘
四
郎
に
関
す
る
新
聞
記
事
は
、
明
治
二
〇
（
一
八
八
七
）

年
一
二
月
三
〇
日
付
『
鳥
取
新
報
』（
東
大
明
治
新
聞
雑
誌
文
庫
所
蔵
、

鳥
取
県
立
公
文
書
館
収
集
資
料
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
Ｅ

－

八
七
二
）
に

白
珊
瑚
製
品
会
社
の
広
告
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
勘
四
郎
は
そ
の
「
同

盟
員
総
代
」
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
る
。
白
珊
瑚
細
工
は
鳥
取
市
の
特

産
品
で
、
杖
や
写
真
掛
な
ど
に
加
工
さ
れ
た
（
大
嶋
陽
一
「
鳥
取
の
珊

瑚
細
工
」〈『
神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所
調
査
報
告　

第
二
五

集
（
国
際
常
民
文
化
研
究
機
構　

共
同
研
究
［
奨
励
］
調
査
報
告
書
）』、 

神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所
／
神
奈
川
大
学
国
際
常
民
文
化
研

究
機
構
編
、
二
〇
一
七
年
刊
〉）。
写
真
掛
は
、
写
真
と
白
珊
瑚
の
関
係

性
が
示
唆
さ
れ
る
。

（
27
）	

前
掲
注
（
３
）
福
田
陽
一

（
28
）	

六
四
喜
多
村
留
藏
雇
［
四
九
四
］、
大
正
十
一
年
六
月
人
事
書
類
（
專
賣

局
）、
臺
灣
總
督
府
專
賣
局
公
文
類
纂
、
檢
索
自
中
央
研
究
院　

臺
灣
史

研
究
所
「
臺
灣
史
檔
案
資
源
系
統
」、http://tais.ith.sinica.edu.tw
、

二
〇
二
一
年
八
月
四
日
検
索
。「
臺
灣
史
檔
案
資
源
系
統
」
で
は
台
湾
総

督
府
時
代
の
公
文
書
の
一
部
が
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
て
い
る
。

（
29
）	

前
掲
注
（
12
）
参
照
。
た
だ
し
、
留
蔵
が
卒
業
し
た
明
治
二
五
年
三
月

の
時
点
で
は
、
因
幡
高
等
小
学
校
で
あ
る
。

（
30
）	

東
大
明
治
新
聞
雑
誌
文
庫
所
蔵
、
鳥
取
県
立
公
文
書
館
収
集
資
料
マ
イ

ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
Ｅ

－

八
七
九

（
31
）	〔
史
料
２
〕
の
学
籍
簿
と
〔
史
料
６
〕
の
履
歴
書
を
照
合
し
て
、生
年
月
日
・

学
歴
が
一
致
す
る
た
め
「
富
蔵
」
と
「
留
蔵
」
は
同
一
人
物
と
捉
え
た
。

ど
の
よ
う
に
使
い
分
け
て
い
た
か
不
明
で
あ
る
が
、
修
学
期
は
「
富
蔵
」、

写
真
師
と
し
て
は
「
留
蔵
」
と
表
記
し
て
い
る
。
大
正
四
（
一
九
一
五
）

年
、
母
校
で
あ
る
鳥
取
高
等
小
学
校
の
河
島
兼
松
校
長
が
退
職
す
る
際
、

謝
恩
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
時
の
醵
金
募
集
広
告
（
大
正
四

年
四
月
二
二
日
付
『
因
伯
時
報
』）
に
は
、発
起
人
と
し
て
「
喜
多
村
富
蔵
」

の
名
前
が
あ
る
。

（
32
）	

具
体
的
な
写
真
術
修
得
方
法
は
不
明
で
あ
る
。

（
33
）	『
因
伯
時
報
』
明
治
四
四
（
一
九
一
一
）
年
九
月
七
日
付
の
記
事
「
怪
し

き
外
国
人
」
で
は
、「
白
の
洋
服
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
帽
を
冠
り
た
る
二
人
の

外
国
人
は
、
一
人
の
日
本
婦
人
を
随
へ
、
鳥
取
・
倉
吉
扨
て
は
松
江
間

を
始
終
往
復
す
る
よ
り
、
其
筋
に
て
も
其
行
動
を
怪
し
み
、
職
業
・
住

所
・
姓
名
を
訊
ね
た
る
に
、
一
人
は
緬
甸
（
ビ
ル
マ
―
引
用
者
注
）
総
督
、

一
人
は
領
事
と
の
み
答
へ
て
、
姓
名
も
告
げ
ず
、
匆
々
立
去
り
た
る
由

な
る
が
、 

女
は
本
市
西
町
写
真
師
喜
多
村
永
楽
堂
の
娘
に
て
始
終
写
真

機
械
を
携
帯
し
、
各
所
を
撮
影
し
居
れ
り
」
と
あ
る
。

（
34
）	「
大
正
十
一
年
六
月
人
事
書
類
」
に
は
〔
史
料
６
〕
以
外
に
も
大
正
一
一

年
七
月
、
臨
時
国
勢
調
査
部
長
か
ら
専
売
局
へ
回
答
し
た
文
書
が
あ
り
、

そ
れ
に
は
「
其
他
採
用
上
参
考
ト
ナ
ル
ヘ
キ
事
項
」
と
し
て
「
写
真
術

ヲ
能
ス
」
と
い
う
文
言
が
見
ら
れ
る
。

（
35
）	

勘
四
郎
時
代
（
明
治
三
六
年
以
前
）
の
新
聞
広
告
に
つ
い
て
は
、
所
蔵



― 85 ―

さ
れ
て
い
る
新
聞
の
欠
落
期
間
が
多
い
た
め
、
調
査
が
十
分
に
で
き
て

い
な
い
。

（
36
）	「
鳥
取
案
内
記
原
稿
」
に
つ
い
て
、『
城
下
町
と
っ
と
り　

ま
ち
づ
く
り

の
あ
ゆ
み
―
都
市
を
め
ぐ
る
冒
険
の
書
―
』（
鳥
取
市
歴
史
博
物
館
刊
、

二
〇
〇
四
年
刊
）
で
は
『
鳥
取
案
内
』（
本
城
常
雄
編
、
一
九
一
二
年
刊
）

の
原
稿
と
推
測
し
て
い
る
が
、
内
容
か
ら
、
表
題
の
と
お
り
『
鳥
取
案

内
記
』
の
原
稿
と
考
え
ら
れ
る
。

（
37
）	

鳥
取
県
立
図
書
館
所
蔵
、
二
九
〇
／
二
二
／
郷
土
Ｗ
Ｈ

（
38
）	

他
に
は
二
階
町
一
丁
目
の
西
尾
馬
蔵
、
川
端
三
丁
目
の
豊
田
広
蔵
の
名

が
見
ら
れ
る
。

（
39
）	

福
田
陽
一
は
、
永
楽
堂
の
位
置
に
つ
い
て
「
永
楽
堂
は
明
治
二
十
九
年

二
月
三
十
一
日
、鳥
取
市
西
町
六
番
一
番
屋
敷
に
移
っ
た
。
営
業
場
所
は
、

西
町
の
県
立
病
院
（
現
日
赤
病
院
）
構
内
、
市
役
所
寄
り
の
一
角
に
あ

り
」〈
前
掲
注
（
３
）〉
と
す
る
が
、
典
拠
史
料
が
不
明
で
あ
り
、「
二
月

三
十
一
日
」
や
「
六
番
一
番
屋
敷
」
が
不
分
明
で
あ
る
。

（
40
）	

鳥
取
地
方
法
務
局
所
蔵
「
旧
土
地
台
帳
」
に
よ
る
と
、
七
番
三
は
明
治

三
八
（
一
九
〇
五
）
年
に
五
番
に
合
併
さ
れ
た
。

（
41
）	

六
番
も
大
正
一
四
年
一
〇
月
に
日
本
赤
十
字
社
が
取
得
し
て
い
る
。

（
42
）	

本
稿
で
作
例
紹
介
す
る
ガ
ラ
ス
写
真
は
、
す
べ
て
ア
ン
ブ
ロ
タ
イ
プ
で

あ
る
。
ア
ン
ブ
ロ
タ
イ
プ
と
は
、
画
像
の
濃
淡
を
薄
く
し
て
仕
上
げ
た

ガ
ラ
ス
板
（
ネ
ガ
画
像
）
の
背
後
に
、
黒
い
布
を
置
く
な
ど
し
て
、
ポ

ジ
画
像
（
正
像
）
に
見
せ
る
手
法
で
、
ガ
ラ
ス
板
は
桐
箱
な
ど
に
収
め

ら
れ
、
顧
客
に
渡
さ
れ
た
。

（
43
）	〔
表
２
〕
番
号
２
・
３
の
台
紙
裏
面
に
は
、
鳳
凰
や
桐
の
花
葉
が
デ
ザ
イ

ン
さ
れ
た
も
の
に
筆
で「
鳥
取
若
桜
海
道
筋
永
楽
堂
」と
書
か
れ
て
い
る
。

「
台
紙
製
造
石
橋
」
と
印
字
さ
れ
て
お
り
、
明
治
二
〇
年
か
ら
二
一
年
に

お
い
て
、
永
楽
堂
は
既
製
品
の
台
紙
を
使
用
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
44
）	

二
七
点
以
外
に
、『
写
真
で
つ
づ
る
浜
坂
町　

明
治
大
正
昭
和
の
す
が

た
』（
浜
坂
町
史
編
集
委
員
会
編
刊
、
一
九
八
四
年
刊
）
一
三
頁
・
一
七

頁
に
永
楽
堂
で
撮
影
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
写
真
が
三
点
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
『
写
真
で
つ
づ
る
市
民
の
暮
し
』（
鳥
取
市
教
育
福
祉
振
興
会
、

一
九
七
七
年
刊
）
四
五
頁
に
も
、
永
楽
堂
で
撮
影
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る

写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
写
真
は
、
い
ず
れ
も
筆
者
が
原

物
を
確
認
し
て
い
な
い
た
め
、
今
回
の
検
討
対
象
か
ら
除
外
し
た
。

（
45
）	

番
号
９
の
写
真
は
、
鳥
取
県
立
公
文
書
館
所
蔵
以
外
に
、
鳥
取
市
歴
史

博
物
館
も
同
一
写
真
を
所
蔵
す
る
。
後
者
所
蔵
の
写
真
裏
面
に
は
、
同

様
に
貼
り
紙
「
鳥
取
県
鳥
取
市
西
町　

写
真
師　

喜
多
村
勘
四
郎
」
が

あ
り
、
筆
で
「
鳥
取
歩
兵
第
四
拾
聯
隊
兵
営
」
と
記
載
さ
れ
る
。

（
46
）	『
歩
兵
第
四
十
聯
隊
史
』（
帝
国
聯
隊
史
刊
行
会
編
刊
、
一
九
二
〇
年
刊
）

（
47
）	

井
上
家
文
書
（
個
人
所
蔵
）
は
、
日
野
郡
長
・
西
伯
郡
長
を
務
め
た

井
上
廉
治
（
安
政
五
〈
一
八
五
八
〉
～
昭
和
一
四
〈
一
九
三
九
〉
年
）

に
関
す
る
文
書
群
。
鳥
取
県
内
外
の
写
真
館
で
撮
影
さ
れ
た
写
真
約

四
〇
〇
点
が
含
ま
れ
る
。

（
48
）	「
福
岡
山
鉄
山
」
は
、
明
治
二
一
（
一
八
八
八
）
年
二
月
に
開
業
し
た
近
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藤
家
の
鉄
山
で
、
大
鍛
冶
工
程
に
蒸
汽
機
関
を
導
入
し
た
画
期
的
な
も

の
で
あ
っ
た
（
池
本
美
緒
「
伯
耆
近
藤
家
の
製
鉄
事
業
に
つ
い
て
―
福

岡
山
鉄
鉱
所
の
錬
鉄
生
産
を
中
心
に
―
」（『
た
た
ら
研
究
』
第
五
五
号
、

二
〇
一
六
年
刊
）。

（
49
）	

近
藤
家
文
書
七
二
三
一

－

九
（
個
人
所
蔵
、
鳥
取
県
立
公
文
書
館
寄
託
）。

近
藤
家
は
、
日
野
郡
根
雨
宿
を
拠
点
に
し
て
、
主
に
鉄
山
を
経
営
し
た

家
で
あ
る
。
近
藤
家
文
書
の
概
要
や
研
究
に
つ
い
て
は
『
鳥
取
県
立
公

文
書
館
研
究
紀
要
』
第
二
号
（
二
〇
〇
六
年
刊
）
安
藤
文
雄
論
考
、
同

第
七
号
（
二
〇
一
二
年
刊
）
伊
藤
康
・
葛
西
大
和
・
池
本
榮
・
山
内
美

緒
の
各
論
考
を
参
照
の
こ
と
。

（
50
）	

尾
崎
泰
弘
は
、
写
真
の
利
活
用
に
あ
た
り
、
写
真
が
持
つ
「
コ
ン
テ
ク

ス
ト
情
報
」
を
把
握
す
る
必
要
を
説
き
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
期
の
台

紙
付
写
真
約
一
二
〇
〇
点
を
題
材
に
、
形
状
・
デ
ザ
イ
ン
・
色
・
紙
質
・

印
字
さ
れ
る
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
分
析
し
た
（「
地
域
史
料
と
し
て
の
台
紙
付

写
真
に
関
す
る
一
考
察　

写
真
史
料
学
の
構
築
に
向
け
て
」〈『
ア
ー
カ

イ
ブ
ズ
学
研
究
』
№
九
、
日
本
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
会
、
二
〇
〇
八
年
〉）。

（
51
）	

大
阪
の
写
真
材
料
店
で
あ
る
桑
田
商
店
が
発
行
し
た
『
桑
田
商
品
目
録
』

（
桑
田
正
三
郎
刊
、
一
八
九
八
年
刊
）
に
は
、
後
画
幕
の
見
本
一
覧
三
六

点
が
掲
載
さ
れ
る
。

（
52
）	

写
真
の
支
持
体
は
大
き
く
分
け
て
、
金
属
・
ガ
ラ
ス
、
紙
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
三
種
類
と
さ
れ
る
（
白
岩
洋
子
「
記
録
を
残
す
た
め
に: 

写
真
資
料

保
存
修
復
の
基
礎
」『
学
習
院
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
ア
ー
カ
イ

ブ
ズ
学
専
攻
研
究
年
報
』
五
号
、
二
〇
一
六
年
刊
）。

（
53
）	

番
号
５
・
６
は
、
明
治
一
八
（
一
八
八
五
）
年
に
鳥
取
か
ら
北
海
道
岩
見

沢
へ
移
住
し
た
士
族
の
子
孫
が
所
蔵
し
て
い
た
写
真
で
あ
り
、番
号
７
は
、

明
治
一
九
年
に
鳥
取
か
ら
北
海
道
江
別
へ
移
住
し
た
士
族
の
子
孫
が
所
蔵

し
て
い
た
写
真
で
あ
る
（「
旧
鳥
取
県
士
族
勝
田
村
男
家
資
料
」『
資
料
調

査
報
告
書　

第
一
八
集
』、
鳥
取
県
立
博
物
館
編
刊
、
一
九
九
一
年
刊
）。

移
住
者
の
親
族
が
永
楽
堂
で
撮
影
し
、
送
付
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
54
）	

番
号
27
は
、
床
の
上
に
布
が
敷
か
れ
、
被
写
体
は
靴
を
履
い
て
い
る
。

（
55
）	『
鳥
取
新
報
』
明
治
四
四
（
一
九
一
一
）
年
二
月
一
九
日
付
。
鳥
取
県
立

博
物
館
所
蔵
の
家
老
日
記
（
と
っ
と
り
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
に

よ
る
と
、
嘉
永
五
（
一
八
五
二
）
年
八
月
一
一
日
に
「
木
原
屋
儀
助
」

が
「
御
国
産
方
御
用
懸
り
」
を
仰
せ
付
け
ら
れ
て
お
り
、
記
事
中
の
「
木

原
義
助
」
は
こ
の
人
物
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
同
じ
く
家
老
日
記
に
よ

る
と
、
文
久
元
（
一
八
六
一
）
年
一
二
月
一
八
日
に
大
西
伊
助
と
い
う

職
人
が
「
家
業
之
儀
ニ
付
」
長
崎
へ
行
く
こ
と
を
藩
に
願
い
出
て
、
許

可
さ
れ
て
い
る
。「
大
西
某
」
と
同
一
人
物
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
が
、

念
の
た
め
に
記
し
て
お
く
。

（
56
）	『
鳥
取
読
売
新
聞
』
第
七
号
（
明
治
一
三
〈
一
八
八
〇
〉
年
七
月
八
日
付
）

に
は
開
店
の
記
事
が
、
第
八
号
（
同
年
七
月
一
四
日
付
）
に
は
開
店
広

告
が
掲
載
さ
れ
る
（
鳥
取
県
立
公
文
書
館
収
集
資
料
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル

ム
Ｅ

－

九
〇
五
）。


